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ユー ザー サポ ー ト の ご 案内 


この 度 は PC 一 9 8&DOS ノ V 用 ゲー ム ソ フ ト 「 ド ラゴン ロア | を お 買い 上 げ い た だ きま 
し て 誠に あり が と う ご ざ いま す 。 


: 


ー 登 録 カ ー ド は お 手数 で す が 5 0 円 切手 を お 貼り いた だ いた 上 、 必 ず ご 返送 くだ さい 。 
ユー ザー 登録 の な い 場合 は サポ ー ト を お 断り 致し ます 。 


製品 の 開発 ・ 製 造 に は 万 全 を 期し て お り ま す が 、 万 一 、 製 品 に 破損 が あっ た り 動 作 に 不 部 合 
が ご ざさ ざいましたら 、 人 巻末 の 「 お 問い 合わ せ シ ー ト 」 を コピ ー し て 、 で きる だ け 詳 し く 状 況 を 
ご 記入 の 上 、 下 記 住 所 まで お 送り くだ さい 。 弊 社 に 責 が あぁ る 場合 に は 、 無 償 で 修理 また は お 
取り 替え させ て いた だ きま す 。 た だ し 、 お 客 様 の 故意 また は 過失 に よる 故障 と 認め られ た 場 
合 に は サポ ー ト を お 了 断り 致し ます 。 


〒141 東京 都 品川 区 西 五反田 1!ー21 一 8 
株 式 会 社 ケ イエ スエ ス 
[ドラ コロン ロア | コー ザー サポ ボー ド 保 
TEL. 03—3779—0311 
受付 時 間 月 一 金 11:00 一 17:00 (祝祭 日 を 除く ) 


お 問い 合わ せ に な る 前 に 、 マ ニュ アル を よく お 読み いた だ いた 上 で 、 以 下 の こ と を お 確か め 
くだ さい 。 

次 各 機 器 は 正しく 接続 され て いま すか ? 電源 は ON に な っ て いま すか ? 

次 CD 一 ROM は ドラ イブ に 入っ て いま すか ? 

次 マニ ュ ア ル に 記載 の 必要 動作 環境 を 満た し て いま すか ? 


ゲー ム の 攻略 法 や 内 容 に 関す る ご 質問 は 原則 と し て お 断り 致し ます 。 ま た 、 勝 手 な が ら ト ラ 
ブル 以外 の ご 質問 や ご 感想 等 は CN ee Co et 
上 げ ま す 。 


イィ インタ ーネット 上 で 幣 社 の ホー ムペ ー ジ を 開設 し て お り ま す 。 ゲ ー ム ソフ ト を は じ め 、 ア ニ 
メー ショ ン や 映画 な ど 、 弊 社 作 品 の 最新 情報 を ご 覧 いた だ け ま す 。 ぜ ひご 利用 くだ さい 。 


KSS ホ ー ム ペー ジア ドレ ス http://www.rim.or.jp/KSS 
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ご あい さ つ 
この 度 は 「 ド ラゴン ロア 」 を お 買い 上 げ い た だ きま し て 誠に あり が と う ご ざ い 
まし た 。 ゲ ー ム を 始め る 前 に この 取扱 説明 書 を お 読み いた だ きま す と 、 よ り 楽 
し く お 遊 びいただけます 。 な お 、 本 書 は 再発 行い た し ませ ん の で 大 切 に 保管 し 


て くだ さい 。 ま た 、 パ ッ ケ ー ジ に 記載 の 内 容 物 が 不足 し て いま し た ら 、 ユ ー ザ 
ー サ ポー ト 係 まで ご 連絡 くだ さい 。 
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必要 動作 環境 


a DOS/V の 場合 


OS MS-DOS Ver.5.0 ま た は 6.2、Windows95 
CPU 486DX グ 33MHz 以 上 

RAM 4MB 

EMS IMB 

ハー ド デ ィ スク 空き 容量 8MB 以 上 

コン ベン ショ ナル メモ リ 540KB 

表示 VGA・256 色 以上 

CD-ROM ド ライ ブ 倍速 以上 

音源 Sound Blaster/7/16/PRO 

マウ ス 

キー ボー ド 

※VESA モ ー ド を サポ ー ト し て いる 一 部 の 機種 に つき まし て 、VGA モ ー ド で 正常 に 動作 し な い 
こと が ご ざい ます 。V E S A モ ー ド で お 楽し みい た だ く よ う お 願い し ます 。 


o PC-9821 の 場合 


※EPSON 製 PC じ -386 ノ グズ 486 に つき まし て は 、PC-980 1 完全 互換 を 前 提 と し 、 そ れ 
自体 を 対象 機種 と し ませ ん 。 ま た EPSON 製 の 内 蔵 2 5 6 色 や EPSON 専 用 アク セラ レー タ 
ボー ド に は 対応 し て いま せん 。 | 

OS MS-DOS verb. 0 また は 6.2、WINDOWS 85 

CPU i486 グ 33MHz 以 上 
HAM 4MB 
EMS IMB 

ハル ハード ディ スク 空き 容量 8 

コン ベン ショ ナル メモ リ 5 

表示 640X400 ド ッ ト 
CD-ROM ド ライ ブ 倍速 以 

音源 内 蔵 音 源 プ PC-980 

マウ ス 

キー ボー ド 


uü アク セラ レー タホ ポー ド に つい て 


PC- 9 8 0 ] に つき まし て は 動作 確認 済 の アク セラ レー タ ボ ー ド は 下記 の も の で す 。 こ れ 以 外 の 
アク セラ レー タ ボ ー ド に つき まし て は 動作 保証 を いた し か ね ます 。 





色 以 上 の 表示 
ー85 グ Sound Blasterl6 


@| プ 0 デー タ ……… GA-1024A-GA-1280A 
GA-98NBII- GA-9 8NBIV 

ex)2 WAB-1000-WAB-2000 
WAP-1000-WAP-2000 

@ カ ノー プス ……… 801G6・805G・928G・928I 








イン スト ー ル 及び 起動 方 法 -D0 SV の 場合 


剛 イン スト ー ル 方 法 


] 


. バ ソ コン 本 体 の 電源 を 入れ て くだ さい 。 
8 . 


Windows は 終了 し て MS-D0S の プロ ンプ ト (>) が 出 て いる 状態 (Windows 
9 5 で は MS-ーD0OS モ ー ド ) に し ます 。D 15Cー 1 を ラベ ル を 上 に し て CD-RHOM ド ラ 
イブ に 入れ て くだ さい 。 


. CD-HOM に カレ ント ドラ イブ を 移し ます 。 


例え ば CD-HOM が D ドラ イブ の 時 に は キー ボー ド か ら 
D: 
と 入力 し て 、Ent er キー を 押し て くだ さい 。 

INSTALLV 

と 入力 し て En t er キー を 押し て くだ さい 。 

し ば らく する と 画面 に 選択 肢 が 表示 され ます の で 、「 新 規 に イン ス トー ル を 行なう 」 を 選び 、 
[OK] を クリ ッ ク す る か 、En t er キー を 押し て くだ さい 。 


. 以下 画面 の 指示 に 従っ こく だ さい 。 


イン スト ー ル 方 法 を | 指定 イン スト ー ル | に する と 、 イ ンス トー ル 先 、 ス ピー ド 、 音 源 、 メ モ 
リ の 管理 等 の 設定 が で きま す 。 


»ü 起動 万 法 


] 


ルード ディ スク か が から MS-DO0S を 起動 し 、 プロ ンプ ト の 状態 に し ます 。(Windows95 


は 終了 し て MS-D0S モ ー ド ) 


. コン ベン ショ ナル メモ リ が 5 4 0 KB 以上 ある こと を 確認 し て くだ さい 。 (確認 する に は ME 


M と 入力 し En t er キー を 押し ます 。) 


. 人 『 ド ラゴン ロア 」 を イン スト ー ル し た ドラ イブ 名 ) : 


と 入力 し 、En t er キー を 押し て くだ さい 。 


. CDNDRAGON 


と 入力 し 、Ent er キー を 押し て くだ さい 。 


. DRAGON 


と 入力 し 、Ent er キー を 押し て くだ さい 。 


MUT aiU J Lu 


イン スト ー ル 及び 起動 方 法 -PCー 9 8 2 1 の 場合 


9 イン スト ー ル 方 法 


] 


. パソ コン 本 体 の 電源 を 入れ て くだ さい 
Ex 


Windows は 終了 し て MS-D0S の プロ ンプ ト (>) が 出 て いる 状態 (Windows 
9 5 で は MS-ーD0S モ ー ド ) に し ます 。D 18SC-ー- 1 を ラベ ル を 上 に し て OOD-HOM ド ラ 
イブ に 入れ て くだ さい 。 


. CD-ーRHOM に カレ ント ドラ イブ を 移し ます 。 


例え ば CD-ROM が D ドラ イブ の 時 に は キー ボー ド か ら 

D: 

と 入力 し て 、Return ロ キー を 押し て くだ さい 

INSTALL 

と 入力 し て Re t ur n ロ キー を 押し て くだ さ 

し ば らく する と 画面 に 選択 肢 が 表示 さ so NES 
[OK] を クリ ッ ク す る か 、H ee t ur n ロ キー を 押し て くだ さい 。 


. 以下 画面 の 指示 に 従っ て こく だ さい 


イン スト ー ル 方 法 を | 指定 イン スト ー ル | に する と 、 イ ンス トー ル 先 、 ス ピー ド 、 音 源 、 メ モ 
リ り の 管理 等 の 設定 が で きま す 。 


E 起動 万 法 


] 


. ルード デ ィ ス ク か ら MS-D0S を 起動 し 、 プ ロン プ ト の 状態 に し ます 。(Windows985 


終了 し て MS 一 09 モー ド / 


. コン ベン ショ ナル メモ リ が 5 4 0 KB 以上 ある こと を 確認 し て くだ さい 。 (確認 する に は ME 


M と 入力 し He t ur n ロ キー を 押し ます 。) 


. (人 (『 ド ラゴン ロア 」 を イン スト ー ル し た ドラ イブ 名 ) : 


と 入力 し 、Heturn ロ キー を 押し て くだ さい 


. CD\DRAGON 


と 入力 し 、Het urn キ ー を 押し て くだ さい 。 


. DRAGON 


と 入力 し 、RHet ur n キ ー を 押し て くだ さい 


スト ー リ ー の 始ま り 


イン スト ー ル を 完了 し て ソフ ト を 起動 する と 、 オ ー プ ニン グ の シネ マ 中 に クリ ッ ク し て 「 初 期 メ ニュ ー] 
を 開く こと が で きま す 。 

[初期 メニ ュー」 で は 、 カ ー ソ ル が 、 こ の 武勇 伝 の 主人 公 で ある ワー ナー・ フ ォ ン ・ ウ ォ ー レ ン ロ ッ ド の 
姿 に な っ て いま す 。 ワ ー ナ ー の 頭 の 部 分 で 以下 の いずれ か の 項目 を 指し 示し 、 左 クリ ッ ク し て 下さ い 。 
QviewlIntro 


[オープ ニン グ シ ネ マ | を 見 る こと が で きま す 。 


Q start Game 
ゲー ム を 新規 に 開始 し ます 。 


Q Load 


この オプ ショ ン は 、 一 度 は ゲー ム を セー ブ し た こと が ある と きのみ 現れ ます 。 
左 ク リッ ク 後 表示 され る セー ブ 番 号 リ スト か ら 再 開 し た い 番 号 を 選び 、 そ の 上 に 頭 の 部 分 を 合わ せ 
だ ク リッ クタ し くく だ さい しり): 


う Quit 


DO0S に 戻り ます 。 


ゲー ム 中 で あれ ば いつ で も 、E SC キー を 押し て 、『 中 断 メ ニュ ー』 に 移行 する こと が で きま す 。 こ の メ 
ニュ ー で は 、Continue (ゲー ム の 継続 ) Load・Save Restart (ゲー ム の 最 
初 か ら の や り 直 し ) ・Qu i t の 指示 が 出せ ます 。 

ワー ナー の 頭 を 選択 し た い 内 容 の 上 に 置き 、 左 クリ ッ ク を し て くだ さい 。 









ン の 尻尾 を つか お 


この ゲー ム に は 、 3 つの 簡単 な 基本 操作 が あり ます 。 

画 上 E SC キー で メニ ュー を 呼び 出す 。 

画 移 動 や その 他 の アク ショ ン を する 場合 、 カ ー ソ ル を 動か し クリ ッ ク す る 。 

較 イ ン ベ ン トリ ー (持ち 物 画 面 ) を 見 る に は 、 画 面 の 左上 で 右 ク リッ ク す る 。 

これ ら の 原則 を マス ター すれ ば 、 自 由 自 在 に 歩き まま わり 、 行動 する こと が で きま す 。 

注意 : この マニ ュ ア ル で 「 ク リッ ク 」 と いう 表現 は 、 す べ て 、 マ ウス の 左 ボ タン を 一 度 押す こと を 
意味 し ます 。「 右 クリ ッ ク 」 は 、 右 ボタ ン を 一 度 押 す と いう 意味 で す 。 


ドラ ゴン ・ カ ー ソ ル 


この ゲー ム の カー ソル は 、 プ レイ ヤー が 可能 な 動き を アニ メー ショ ン で 表す 小さ な 赤い ドラ ゴン で 

[E 

この ドラ ゴン は 、 重 要 で な いも の が 指 さ ご され て いる と き に は た だ ゆっ くり と 回 転 し て いま す が 、 重 要 

な 領域 が 指 さ ぐれ る と 、 以 下 の よ うな 様々 な アニ メー ショ ン を 行い ます 。 

その 状態 で クリ ッ ク す る こと で 、 ド ラゴン が 示す 行動 を 行い ます 。 

画面 上 で どん な 行動 が で きる か を 知り た いと き は 、 カ ー ソ ル を くま な く 動 か し て ドラ ゴン ・ カ ー ソ 

ル に 注目 し て くだ さい 。 

前 を 向く 三 前 進 で きま す 

後ろ を 向く = 後退 で きま す 

左向き = 左 に 進め ます 

右向き = 右 に 進め ます 

口 に 黒い 玉 を え る 三 対象 の も の が 拾え ます 。 拾 っ た ら 、 そ れ を イン ベン トリ ー に 収納 し 、 後 で 使 
用 する こと が で きま す 。 

DLIc/NZ^—?7xEAS-1f»Dcecsasg. 

目玉 に な る = 興味 の ある 領域 を 見 る こと が で きま す 。 (見 る た め に 条件 が 必要 な こと も あり ます 。) 


移動 し た いと き は 、 進 みた い 方 向 の 画面 領域 に ドラ ゴン ・ カ ー ソ ル を 置き 、 ド ラゴン の 様子 を 見 ま 
す 。 進み た い 方 向 に ドラ ゴン を 向け て クリ ッ ク す る と 、 そ の 方 向 に 移動 し ます 。 
例え ば 、 左 に 進み た い 場 合 、 ド ラゴン を 画面 の 左端 に 置き ます 。 ドラ ゴン は 左側 を 向く は ず で す 。 
(ドラ ゴン が 左 を 向 か な いと き は 、 そ の 方 向 に は 進め な いこ と を 意味 し ます 。) 


@ 前 進 : ドラ ゴン を 画面 の 中 心 に 置き ます 。 

0 後退 : ドラ ゴン を 画面 の 真ん中 下部 に 置き ます 。 

ドラ ゴン を 画面 の 中 央 上 部 に 置い て 上 昇 や ジャ ンプ を し た り 、 中 央 下部 に 置い て 下降 し た りす る こ 
と が で きる 場合 も あり ます 。 進 みた い 方 向 に ドラ ゴン が 向 か な い 場 合 は 、 そ の 方 向 に は 進め ませ ん 。 





— Sd 


トラ ゴン ロア 


ーー 一 ーーーーーーー ロ 


※ 移 動 過程 で ご アニ メー ショ ン が 表示 され る と ころ が あり ます が 、 ク リッ ク し て 次 の 場面 に 移る こ 
と も で きま す 。 


アイ テム の 取扱 い 


拾え る アイ テム の 上 に ドラ ゴン ・ カ ー ソ ル を 置く と 、 口 に 小さ な 黒い 玉 を 只 えた ドラ ゴン が 表示 さ 
れ ま す 。 ク リッ ク し て 、 そ の アイ テム を 拾う と 、 カ ー ソ ル は アイ テム の 繧 に 変わ り ま す 。 カ ー ソ ル 
が アイ テム に な っ た ら 、 以 下 の よ うな 動作 が 可能 で す 。 


@ ア イ テ ム を 使っ た り 、 相 手 に 渡す 
それ を 使い た い 場 所 も し く は 渡し た い 相 手 を 指し 、 ク リッ ク し ます 。 
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投げ た い 方 向 を 指し 、 右 クリ ッ ク し ます 。 


@ び アイ テム を イン ベン トリ ー に 収め る 
画面 左上 隅 で 右 ク リッ ク す る と 、 画 面 が イン ベン トリ ー 表 示 に 変わ り ま す 。 
アイ テム を イン ベン トリ ー の 空い て いる 枠 に 置い て 左 ク リッ ク す る と 、 ア イ テ ム が 収納 され ます 。 
イン ベン トリ ー 画 面 か ら ゲ ー ム 画面 に 戻る た め に は 、 ア イ テ ム が な い ゆ い 領域 で 右 ク リッ ク し ます 。 
イン ベン トリ ー に 関す る 操作 の 詳細 は 、 次 の 項目 を 参照 し て くだ さい 。 


イン ペ パン トリー 


イン ベン トリ ー を 見 た いと き は 、 画 面 左 上 隅 で 右 ク リッ ク し ます 。 続け て 右 ク リッ ク す れ ば 、 イ ン 
ベン トリ ー 画 面 か ら 抜 ける こと が で きま す 。 


アイ テム を イン ベン トリ ー に 収納 する 
アイ テム を 拾い 、 イ ン ベ ン トリ ー 画 面 の 空い て いる 枠 で クリ ッ ク し ます 。 表 示さ れ て いる アイ テ 
ム が イン ベン トリ ー に 収まり ます 。 


イン ベン トリ ー か ら ア イ テ ム を 取り 出す 
取り 出し た いい アイテム に カー ソル を 合わ せ ク リッ ク し ます 。 そ れ で 、 カ ー ソ ル が 、 そ の アイ テム 
に 変わ り ま す 。 こ れ で 、 ア イ テ ム を 目的 に 合わ せ て 使う こと が で きま す 。 (| アイ テム の 取扱 い ] 
と 以下 の 項目 を 参照 し こく だ さい 。) 


る アイ テム を 調べ る 
カー ソル が アイ テム に な っ て いる 状態 で 、 ワ ー ナ ー の 目 に 合わ せ 右 クリ ッ ク し ます 。 こ れ で アイ 
テム の 説明 が 表示 され ます 。 


る ⑧ る アイテム を 開く 
窒 の よう な アイ テム が 収納 で きる アイ テム の 口 を 開き 、 中 を 見 る こと が で きま す 。 イ ン ベ ン トリ 
ー に ある その よう な アイ テム に カー ソル を 合わ せ 、 右 クリ ッ ク し て くだ さい 。 


る @ ア アー マー を 着用 する 
カー ソル を アイ テム に し て 、 ワ ー ナ ー の 身体 の 上 で クリ ッ ク し ます 。 (アー マー は ちゃ ん と 着用 し 
な けれ ば 意味 が あり ませ ん 。 た だ 抱え て いる だ け で は 駄目 で す ! ) 
これ で 、 ワ ー ナ ー が アー マー を 博 ま す 。 


@ 桶 を 装備 する 
カー ソル を アイ テム に し て 、 ワ ー ナ ー の 右腕 で クリ ッ ク し ます 。 (効果 を 発 畠 させ る た め に 、 桶 を 
右腕 に 装備 し て お きま す 。 バ ッ ク パ ッ ク の な か に 入れ て お いて も 役に立ち ませ ん 。) こ れ で 、 ワ ー 
ナー の 右腕 が 橘 を 持ち ます 。 


人 @ 武 笠 を 準備 する 
カー ソル を 武器 に 変え 、 ワ ー ナ ー の 左手 で クリ ッ ク し ます 。( 戦 いで 使用 する た め に 、 常 に 武器 を 
装備 し て お か な けれ ば な り ま せん 。 た だ た だ 持っ て いて も 駄目 で す ! ) 
これ で 、 武 器 が ワー ナー の 手 に 現れ ます 。 
武器 を 持っ て いな い 場 合 は 、 ド ラゴン ・ カーソル で ワー ナー の 左手 を クリ ッ ク す れ ば 、 拳 を 構え 
させ た り 下 ろ し た りす る こと が で きま す 。 


人 呪文 の 本 を 準備 する 
カー ソル を 呪文 の 本 に し 、 ワ ー ナ ー の 左手 に 合わ せ ク リッ ク し ます 。 こ れ で 、 ワ ー ナ ー の 諾 手 が 
呪文 の 本 を 持ち ます 。 
イン ベン トリ ー 画 面 か ら 抜 け ゲ ー ム 画面 に 戻る と 、 呪 文 の ルー ン 文 字 が 画面 左下 に 表示 され ます 。 
呪文 の 唱え 方 に つい て は 、 次 の 「 そ の 他 の 行動 ] の 項目 を 参照 し て くだ さい 。 


@ ア ー マ ー・ 桶 ・ 武 器 ・ 呪 文 の 本 を は ず す 
カー ソル が ドラ ゴン の 状態 で 、 ワ ー ナ ー が 身 に つけ た り 持 っ て いる アイ テム に 合わ せ ク リッ ク し 
ます 。 こ れ で 、 カ ー ソ ル が その アイ テム に 変わ り ま す 。 そ の アイ テム は イン ベン トリ ー に 収納 し 
た り 何 が に 使う こと が で きま す 。 


る ワー ナー の 生命 力 を 見 る 
カー ソル が ドラ ゴン の 状態 で 、 ワ ー ナ ー の 顔 に 合わ せ ク リッ ク し ます 。 こ れ で 、 生 命 力 の 統計 が 
表示 され ます 。 


@ 相 手 と 話す 
カー ソル が ドラ ゴン の 状態 で 、 相 手 を 指し て 右 ク リッ ク し ます 。 右 クリ ッ ク で 、 会 話 が 始ま り ま 
す 。 会 話 を する た め に 相手 の 目 の 前 に 立つ 必要 は あり ませ ん 。 離 れ て いて も 会 話 は で きま す 。 
注意 : 不要 な 戦い を 避け る た め に 、 武 器 を 装備 し て いる 状態 で 会 話 を 試み な い ほ つが 無難 で す 。 
武器 の 取扱 い に つ いて は 「 イ ン ベ ン トリ ー」 の 需 を 参照 し て 下さ い 。 


信 武 器 を 使っ て 戦う 
相手 が いて 、 戦 闘 の 準備 が され て いる 状態 で 右 ク リッ ク す る と 、 攻 撃 を 開始 し ます 。 右 クリ ッ ク 
を し た 時 の カー ソル の 場所 に より 、 攻 撃 の 形態 が 変わ り ま す 。 


人 @ 呪 文 を 唱え る 
呪文 の 本 を 準備 し た ら 、 唱 え た い 呪 文 の ルー ン 文 字 を 正しい 順序 で クリ ッ ク し て くだ さい 。 そ の 
あと 画面 の どこ か で 右 ク リッ ク す れ ば 、 呪 文 が 唱え られ ます 。 


@ 拾 えな い 対 象 を 操作 する ( 例 : スイ ッ チ を 入れ る ) 
ドラ ゴン が 口 に ハン マー を 嘩 えて いる と き に クリ ッ ク し ます 。 


信 上 興味 が ある 領域 を 調べ る 
カー ソル が 渦 を 巻い て 目 に な っ た ら ク リッ ク し ます 。 見 た い 対 象 の 詳細 を 見 る の こと が で きま す 。 
(その まま で は 調べ られ な いこ と も あり ます 。) 
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BIROCH. 強力 な 敵 や 麻 路 法 の 障害 物 、 さ ら に は 闇 の 謎 に 包ま れ た 探求 作業 が 、 E た 


行く 手 に 立ち は だ か り ま す 。 ワ ー ナ ー が スタ ン デ ィング スト ー ン サー クル ・ 山 の 洞窟 ・ 川 ・ 沼 ・ 小 
川 を 進む こき は 、「 呪 文 の 本 ] が と て も 役に立ち ます 。 
旅 の 安全 を お 祈り し ます 。 


ドラ ゴン ・ ド リー ム 


哲 字 者 た ち は 、 こ の 世界 や ここ の 住民 は すべ て 、 ド ラゴン の 夢 の 中 の 単なる 虚構 で ある と 言っ て き 
た 。 そ れ が 本 当 な ら 、 こ の 世界 は ドラ ゴン の 単なる 夢 で は な く 悪 夢 が 現実 化 さ れ て いる こと に な る 。 
ドラ ゴン 達 が 自分 た ちの 過去 と 遺産 に つい て 話す よう な こと に な れ ば 、 フ ァ ー ザ ー・ ド ラゴン で あ 
り 、 こ の 世界 を 存在 な らし め る 夢 を 見 た ウィ ルム の こと を 口 に する だ ろう 。 

ドラ ゴン 以外 の 者 達 は 、 神 々 が 思考 や 聖 断 そし て 踊り や 愛 の 行為 の いずれ か を 通じ て 世界 を 創造 し 
た と 考え て いる 。 

ドラ ゴン は 絶大 な る 自信 を 持っ て いる よう だ が 、 ド ラゴン と の 議論 を 望む お 者 な どい る だ ろう か ? 
この 世界 を 夢見 た も の が 誰か は わか ら な い が 、 そ の 夢 は 変化 に 富み 色彩 豊か だ っ た 。 

ドラ ゴン 達 は 、 広大 な 平原 、 frd ó)! I|. RR で 荒れ 狂う 海 、 豊か な 森 、 そし て 壮大 な 山々 な ど で 満 
ち た 世界 に いた 。 

し か し 、 ド ラゴン 達 が その 世界 を 楽し お 間もなく 、 夢見 る 者 は ドラ ゴン の 傍ら に ドラ ゴン 以外 の 
生き 物 を 凡 り 始め て し まっ た の で ある 。 | 


ドラ ゴン ・ ド リー ム の 住民 
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いろ ん な 背 格好 の 人 間 が いた 。 多 産 で 進取 の 気性 に 富ん だ 人 間 が この 世界 に 溢れ て いた 。 彼ら が 好 
ん だ の は 平原 の 土壌 で あり 、 す ぐに そこ を 耕し 、 種 を 時 く こ と を 学ん だ 。 彼ら は 活発 な 猟師 で も あ 
り 、 野 生 の トロ グ の 飼育 法 も 学ん だ 。 トロ グ は 移動 用 の 定 と し て 、 ま た 、 食 糧 や ミル ク そ し て 皮革 
と し て 用 いら れ た 。 

人 間 ほ ど 賢 く は な い が 、 ず っ と 力 が ある トロ ー ル は 渓谷 と 洞窟 を 見 つけ 、 そ れ を 自分 た ちの も の だ 
と 主張 し 、 欲 し いも の を 奪う 力 を 持つ 人 間 を 遠ざけ た 。 

人 間 に 比 べ て 小 べ さい が 、 た くま し い ド ワー フ は 人 間 ほ ど 多 産 で は な く 、 山 々 や 鉱山 を 上 自分 た ちの す 
みか が と し た 。 彼 ら が 造る 石 や 金属 の 工芸 品 は 、 他 と は 比較 に な ら な い ほ ど 素 晴らし いも の で 、 自 分 
た ちの すみ か も 彫り 上 げた 。 

人 間 達 は ドワーフ が 守っ て いた 鉄 や その 他 の 金属 を 飲 し が つっ た が 、 ま ず ド ワー フ の 武器 や 武器 技能 
を 、 次 に その 職人 気質 が すばらし いこ と を 学ん だ 。 そ し て 、 食 糧 や 自分 た ちか が 造る 工芸 品 と 、 ド ワ 
ー フ が 造る 精 配 な 道具 や 宝石 を 交換 し た ほう が ずっ と メリ ッ ト が ある こと を 悟っ た の だ っ た 。 
手足 だ け で は な く 寿 命 も 長い エル フ は 、 こ の 世界 を 放浪 し て お り 、 木 に 囲ま れ て 安息 を と っ て いた 。 
森 に 引き こも り 森 を 守っ て いた 。 

問題 が 持ち 上 が る と 一 一 例え ば 、 人 間 が 森 の 中 の 土地 を 奪 お うと し た り 、 木 材 の た め に 森 の 木 を 切 





り 倒し た り 、 森 で 収穫 を 上 げ よ うと する と 一 一 で きる だ け 交 涼 で 解決 し よう と し た が 、 必 要 で あれ 
ば 戦う こと も 辞 さ な か っ た 。 し か し 、 "夢見 る 者 ′ の 世界 は 耕 さ れる の を 待っ て いる 青々 と し た 平原 
で 満ち て いた た め 、 森 は エル フ の も の と し 、 木 材 な ど 森 の 産品 や 木工 品 を 交換 で 得る ほう が ずっ と 
Ace. 

海 は 、 水 陸 両 方 で 呼吸 で きる 「 海 の 民 」 の すみ か と な っ た 。 人 間 と 対等 に 取り 引き し 、 海 の 恵み と 、 
食糧 や 工芸 品 、 そ し て ほとん ど 接 触 で を な い ド ワー フ や エル フ の 品物 を 交換 し て いた 。 

この よう に し て 人 類 は 、 農 耕 か ら 次 の 段階 つま り 物 の 交換 へ と 進ん で いっ た 。 


ドリ ー ム の ドラ ゴン 
この 世界 の ドラ ゴン 達 は 、 後 か ら や っ て 来 た こ の よう な 者 た ち を 興味 深く 見 て いた 。 そ れ ぞ れ の 種 
族 に 惹き つけ られ る と ころ は あっ た が 、 中 で も 人 間 は 実に 多様 だ っ た た め 、 多 く の ド ラゴン 達 が な 
ん ら か の 魅力 を 見 つけ て その 一 団 に 与 す る よう に な っ た 。 

ドラ ゴン は 与 す る 派閥 と 一 体感 を 持ち 、 戦 争 で は その 派閥 を 支援 し た 。 と 同時 に 、 ドラ ゴン 達 は 、 
公平 な 争い や 名 誉 あ る 戦い 方 と いう 彼ら の 美 千 を 人 間 に 教え る と いっ た よう な "ドリ ー ム " の 役割 
を きち ん と 重視 し て いた 。 
部 外 者 が 、 ド ラゴン が それ ぞ れ の 派閥 の 同盟 者 だ っ た の か 、 そ れ と も 、 人 々 は ドラ ゴン の 玩具 だ っ 
た の か を 決め る の は 難し い 。 (ドラ ゴン が 人 間 の 奴隷 だ と 考え る 者 は 誰 も いな い だ ろ う 。) 
辛い な こと に 、 つ ま ら ぬこ と を 考え る 部 外 者 な ぞ 誰 も お ら ず 、 渦 中 に いる 者 達 は 疑問 を 抱く こと も 
な くそ の 状況 に 満足 し て いた 。 


ドラ ゴン ・ ド リー ム の 神々 


この 夢 の 世 界 一 - も し 夢 で ある の な ら 一 の 住民 は 、 ド ラゴン と は 別に 、 御 利益 を 求め た り 、 き ま 
ぐれ を 鎮め る た め に 信仰 する 超越 的 な 存在 を 見 い だ し た 。 

こう し た 神々 も また ドリー ム の 虚構 な の だ ろう か ?? 

その 神々 は 、 ど ん な わけ が あっ て ドリ ー ム " の 外 か ら 礼 拝 さ れる た め に や っ て 来 た の だ ろう か ? 
神々 が 夢見 る 者 "を 創造 し た の か ?、 そ れ と も 、 "夢見 る 者 "が 神々 を 創作 し た の か ? 

こう し た 人 疑問 に 対す る 多く の 答え は 、 お 互い に 矛盾 し た も の で ある 。 

「 戦 い の 神 ]」 で ある アー ラス は 、 絶 え 間 な い 戦 闘 や 戦争 の 渦中 に いる 信者 た ち を 鼓舞 する 。 

ドリ ー ム の 初期 に お いて 、 戦 い は ある 上 自 的 で 戦場 に いる 戦士 達 の あいだ で 起き た 。 あ ら ゆ る 種族 
が 種族 間 や 種族 内 で 戦っ た 。 土 地 の 所 有 権 を めぐ っ た り 、 名 誉 を か けた り 、 征 服 を 狙っ て の 戦い だ 
うた 。 

し か し 、 ま わり に いる ドラ ゴン の 指図 を 受け 「 戦 い の 神 」 を 受け 容れ る よう に な る と 、 非 武装 の 住 
民 で は な く 、 戦 士 た ちと 誇り 高く 戦う よう に な っ た 。 

戦争 は 歌 や 祝宴 の 主題 と な り 、 す すん で 戦い に 挑み 倒れ た 戦士 た ち を 称え る テー マ と な っ た 。 戦い 
が 田畑 を 焼き つく し た り 、 家 庭 を 崩壊 さけ る こと は な く な っ た 。 

ヘラ と も 呼ば れる 「 死 者 の 母 」 は 、“ ド リー ム ” の な か が で 死ん で いく 戦士 や 人 々 を 歓迎 する 。 冷 酷 で 
は ある が 公平 な 母 で 、 自 分 の 子ども た ち を みな その 腕 で 抱き し め 、 そ の な か か ら 赤 ん 坊 と し て この 
世界 に 戻る や こと が で きる も の を 選び 出す 。 
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ヘラ の 腕 に 抱か が かれ た いと 思う も の は あま り い な い 。 

へ ペラ は た だ 気 が す すま な い だ け の 者 は 許し 慰め る が 、 へ ラ に 反抗 する も の は その 願い が 尊重 され 、 
アン デッド と し て この 世界 を 強制 的 に 排 何 させ られ る こと に な る 。 

アン デッド は 命 を 湯 望 する 恐ろし い モ ンス ター で 、 出 会 うつ 生き 物 か ら 命 を 奪い と ら な けれ ば な ら な 
い の だ が 、 そ の 人 角 え を 癒 や すこ と は で き な い 。 

[4018] ウル ラ は 、 姉 妹 で め ある ヘラ と は 異な り 、 生 命 の 原点 と な る 穀物 を 育て る 母 だ 。 夫 で ある 
[太陽 の イグ ニス 」 と と も に 収穫 を も た ら す の で 、 誰 も が その 恵み の 深 さ を 信仰 する 。 


uh 
悪 e 


どこ か ら か 、 お そら く € 0SSEOZNXODONMOI25b.l D ESXIO4—2xmb92cC 
来 た 。 

この 世界 に 遅れ て や っ て 来 た た め 、 こ の 世界 の 資源 の 取り 分 が な いと 感じ た の だ ろう 。 す べ て の 種 
族 か ら 資 源 を 取り 上 げ る こと に し た 。 

オー ク は 人 間 の よう に 喧嘩 好き で 多 産 だ っ た が 、 創 造 と 維持 の 本 能 は な か っ た 。 

欲し いも の が あれ ば それ を 取る か 、 そ の た め に 戦う か 、 も し く は 手 に 入れ られ な けれ ば 破壊 し て し 
まう の だ 。 

オー ク は 、 戦 い の 渦中 で 人 間 の アベ イル 王国 を 罠 に か けた 。 最初 は アベ イル 王国 の た め に 戦い 、 ア 
ベイ ル 王 国 が 勝利 し た 後 は 雇い 主 を 裏切り 、 文 字 通り すべ て を 喰い つく し て し まっ た 。 食糧 や 家畜 
は も ちろ ん 、 そ の 国 の 市 民 を 見 境 な く 殺 し て 食べ る と 喰い つく す た め の 新しい 土地 を 探し 求め た 。 
最初 の 王国 の 資源 を 補充 する こと な く 、 何 も か も 喰い つく す と まわ り の 土地 に 進軍 し 、 荒 れ 地 へ と 
変え て いっ た だ た 。 

"夢見 る 者 "” の 他 の 子ども た ち が こ の 衝 威 を 知る ころ に は 、 大 陸 全 体 が 真っ 墨 に 荒廃 させ られ 、 船 を 
拠点 と する オー ク 達 は も う 次 の 大 陸 の 海岸 に 上 陸 し よう と し て いた 。 

“ドリ ー ム "の 人 々 は 、 こ の 侵入 者 に 対抗 する 組織 作り を 試み た 。 

“ドラ ゴン プリ ンス " が 行動 を 起こ そう と 集まっ た が 、 そ の 評議 会 は 長き に わた る 娘 尋 心 と 苦い 思い 
出 の た め に 幾度 と な く 流 会 し た 。 

"ドラ ゴン プリ ンス "は 孤立 し て 戦い 敗れ て いっ た 。 "ドワーフ の 勇者 "で あり " 鋼 の ドラ ゴン の 
乗り 手 で ある ド ワ ー ゴ も 、 マ ー ビ ナ ッ ク バ ー グ の 広大 な 地下 鉱山 を 守 ろ うと し て 敗れ た 。 ドラ ゴン 
も 一 緒 に 命 を 失っ た と 言わ れ て いる 。 し か し 、 真 実 を 確か め よ うと 鉱山 に 入っ た も の は いな い 。 
"トロ ー ル の 王 " で あり 多 爪 の ドラ ゴン の 乗り 手 で ある コガ ス は 、 オ ー ク の 死骸 の 山 に 囲ま れ た 山 の 
洞窟 で 死ん だ 。 そ の 後 、 釣 爪 の ドラ ゴン の 姿 を 見 た も の は お ら ず 、 こ れ も ま た 一 緒 に 死ん だ と 思わ 
れる 。 

サフ ァ イ ヤ ・ ド ラゴン の 人 間 の 乗り 手 で ある スタ ー ン ウォ ル ド の ヘル ムー ト は 、 オ ー ク の 賠 奪 団 に 
対す る 偉大 な 勝利 を めざし て 三 つ の 王国 の 軍勢 を 率い た 。 ヘ ルム ー ト と その ドラ ゴン の 伺 骸 は オー 
ク の 死体 、 そ し て ヘル ムー ト の 警備 隊 の 死骸 の 山 の な が で 見 つか っ た 。 

ドラ ゴン が 死ぬ こと が は っ きり し た の は これ が 初め て だ っ た 。 ドリーム の 種族 全体 に 衝撃 が 走っ 
た 。 ひ と 月 も 経た な いう ち に 、 別 の オー ク 軍 が スタ ー ン ウォ ルド と その 盟友 の 王国 に 侵攻 し 、 力 も 
な く 土 気 も 衰え た 軍 と その 軍 が 守 ろ うと し た 住民 を 減 ぼ し て いっ た 。 

オー ク に 降伏 し よう と 試み た 国 も あっ た が 、 オ ー ク は 、 合 意 の みな ら ず 、 奴 隷 に な る こと さえ 受け 
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入れ ず 、 た だ 「 食 肉 用 動物 」 と な る こと を 求め た 。 他 の 国々 は 、 最 後 の 一 兵 まで 戦っ た が 、 そ れ も 
オー ク の 邪悪 な 手 に 落ち る ぐら いな ら 殺 され る 前 に その 手 で 愛す る も の の 命 を 奪う と いっ た も の で 
し か な か っ た 。 


E き B HW 


カリ スマ 性 に 富ん だ アー ウィ ン デ ィ ル の アル サス は 、 初 期 の ころ 、 誰 も 名 前 を 覚え て いな い ほ ど 年 
老い た だ アーク メ イジ と 知り 合っ た 。 

この 男 は 、 も う 何 世紀 の あい だ 、 た だ "アー ク メ イ ジ と し て 知ら れ て いた 。 

その アー ク メ イ ジ は "夢見 る 者 " と 直接 コン タク ト し 、 そ の 夢 に 影響 を 与え る こと が で きる た だ 一 
人 の も の だ と 言わ れ て いた 。 影響 と は 即ち 「 魔 法 | 一 一 「 ア ー ク メイ ジ の 技 ]」 の こと 一 一 で 、 老 人 
は 、 驚 異 的 な 能力 を 持つ て いた 。 | 

他 に も 魔法 を 学び 、 魔 法 に 熟達 し て いた も の も いた が 、 ア ー ク メイ ジ は その 誰 よ り も さら に ずっ こと 
秀 で て いた 。 

アー ク メ イ ジ は 、 ほ と ん どの 時 間 を 彼 が 言う と ころ の 「 ド ラゴン と の 対話 ] に 費やし て いた が 、 オ 
ー ク の と て つも な い 贈 威 を 前 に し て ある 計画 を 立て た 。 

アー ク メ イ ジ の パワ ー は 、 オ ー ク を 倒す に は 不 十分 だ っ た 。“ ド リー ム " の 一 部 で ある オー ク を 種族 
と し て 消し 去る こと は で き な か っ た 。 そ の た め 、 ア ー ク メイ ジ は 、 広 大 な 谷間 を オー ク に 対抗 する 
要塞 に 変え 、 オ ー ク を 近付け な いた め に 巨大 な 壁 を 造る こと に し た 。 

最終 的 に オー ク は 世界 の ほとん ど を 破壊 し つく し 、 何 も 得る も の が な く な る 。 

谷間 の 住民 は オー ク が 食糧 を 消費 し つく すま で 、 オ ー ク を 近付け な いよ うに すれ ば いい 。 そ うつ すれ 
ば 体格 が よく 訓練 を 十分 に つん だ 戦士 が 、 奴 ら を いと も 簡単 に 便 す こと が で きる か ら だ 。 

アル サス は この 考え に 賛同 し 、 部 下 の 勇 者 た ち を 説得 し 計画 を 実行 させ た 。 し か し 、 こ の 計画 は ほ 
と ん どの 者 が 住み 慣れ た 土地 を 離れ な けれ ば な ら な いこ と を 意味 し て いた 。 住民 を 安全 な 谷間 に つ 
れ て 行く た め に 選ば れ た の は 、 ワ ー ナ ー の 父親 で ある アク セル ・ フ ォ ン ・ ウ ォ ー レ ン ロ ッ ド だ っ た 。 
1 0 年 も の あい だ "ドラ ゴン プリ ンス " 達 は オー ク と 戦い 、 そ の 背後 で は アク セル に 守ら れ た 人 々 
が 、 故 卿 を あと に し て 谷間 に 向かっ た 。 

アー ク メ イ ジ の お 陰 で 日 々 谷間 の まわ り に 壁 が で き て いっ た 。 一 ヶ所 だ け 入 口 を 設け 、“ ド リー ム " 
と 同化 し た り 、“" ド リー ム " を 変え た り し な が ら 、 難 攻 不 落 の 壁 を 高く 高く 造り 上 げ て いっ た 。 
勇者 の 多く が 戦い に 破れ た が 、 そ の 勇者 が 乗っ て いた ドラ ゴン 達 は 家族 の な か か ら 新 し い 乗 り 手 を 
選び 、 家 族 も や や られ て いる 場合 に は 、 自 ら が 人 々 の 中 か ら 乗 り 手 を 選び 出し た 。 

アク セル は 戦い に 勝利 し 続け 、 つ い に 救 出し た 人 々 を 谷間 に つれ て 行く こと に 成功 し た 。 

ドラ ゴン プリ ンス で ある シギ ル の シル ヴァ ン に つれ て 来 ら れ た エル フ 達 は 、 谷 間 に 到着 する と 森 の 
中 に 落ち 着き 先 を 見 つけ た 。 

王 と ドラ ゴン に 先立た れ た トロ ー ル 達 も 無事 谷間 に 到着 し 、 遠 い 南 の 山 の 中 に 落ち 着い た 。 
ドワーフ は 退却 し て いな か っ た が 、 世 界 の どこ か の 鉱山 で 生存 し て いる と 思わ れ て いた 。 

「[ 海 の 民 」 の ほとん ど は 大 洋 の 奥深 くに 逃げ 込ん だ が 、 彼 ら の 勇者 ハー ブシ ャ ル の フォ ー マ ー・ サ イ 
ン は ドラ ゴン プリ ンス と 並ん で 戦い 、 谷 間 を 守る た め 谷 間 に と ど ま る こと に な っ た 。 技 術 や 文化 を 
維持 し て きた 交易 を 失っ た 「 海 の 民 」 は オー ク が 海 に 目 を つけ 、 海 を 略奪 する 方 法 を 練り は じ め た 
と き 未 開 状 態 へ の 長い 坂道 を 転がり 始め た の だ っ た 。 





13 


De Jove 





谷 i [6 


人 々 は 安全 な 谷間 に 到着 する と くつ ろ い だ 。 壁 は 高い うえ に 滑り や すく 、 オ ー ク は 壁 を 突き 破る こ 
と が で き な か っ た 。 壁 を 登 ろ うう と し た オー ク は 、 ド ラゴン プリ ンス た ち に 発見 され 桶 子 や 槍 を 壊さ 
れ た 。 

町 が 形成 され る と 争い ご と が 始ま っ た 。 オ ー ク 防御 策 に 集中 する アル サス や ドラ ゴン プリ ンス 法廷 
は 、 谷 間 の 統治 を ほとん ど 行 わな か っ た た め 住 民 が 独自 の 合意 や 調整 を 行っ た 。 

そし て 、 7 年 前 一 一 谷間 が で き て か ら 1 5 年 後 一 一 勇者 アク セル ・ フ ォ ン ・ ウォー レン ロッ ド が 不 
可 解 な 死 を 有 遂げ た 。 裏 切り の 叫び が 谷間 中 に こだま し 、 火 の ドラ ゴン " フォ ン ・ ウ ォ ー レ ン ロ ッ 
ド ・ ド ラゴン は 行方 知れ ず に な っ た 。 そ の 後 ドラ ゴン を 見 た も の は な く 、 行 方 は 謎 の まま だ 。 

アル サス の 後継 人 を めぐ っ て 長い あい だ フォ ン ・ ウ ォ ー レ ン ロ ッ ド と ライ バル 関係 に あっ た ハア ゲ 
ン ・ フ ォ ン ・ デ ィ ア コノ フ に 嫌疑 が か か っ た が 、 証 拠 は な か っ た 。 

八 ア ゲン は 、 フ ォ ン ・ ウ ォ ー レ ン ロ ッ ド の 土地 を 奪 お うと は せ ず 、 勇 敢 に オー ク と 戦っ た 。 奴 り は 
ゆっ くり と 影 を ひそ め て いっ た が 、 ア ル サ ス は 谷間 を 守る と と も に 、 統 治 に も 興味 を 持ち 始め た 。 
つい に は 、 ア クセ ル ・ フ ォ ン ・ ウ ォ ー レ ン ロ ッ ド の 従姉 妹 を 妻 に 要り 、 息 子 と 娘 を も うけ 家系 を つ 
な い だ 。 後継 者 は 決ま ら な いま まだ っ た 。 

アル サス は 谷間 を 守る た め の 「 有 騎士 団 ] を 設立 し 、" 偉 大 な 戦い の 勇者 ′" を ドラ ゴン か ら 許 可 を 受け 
た ドラ ゴン 騎士 へ と 昇進 させ て いっ た 。 

その 騎士 送 は た び た び トー ナメ ント 戦 を 行い 、 剣 ・ 弓 ・ 槍 の 技能 を 披露 し た り 後 継 者 の 育成 を は か 
っ た り し た 。 

その 一 方 で 、 合 間 の 平和 は お び や か さ れ て いた 。 谷 間 に オ ー ク の 姿 が 少し ずつ 見 られ は じ め た の だ 。 
常に ドリ ー ム "を 脅かす オー ク の &Ry に 比べ た ら 迷惑 と いう 程度 の も の で は あっ た が 、 
デー モン や 超 次 元 の クリ ー チ ャ ー た ちの 目撃 の 噂 が 立ち 始め た 。 

外 で は 壁 を よじ 登 ろ うと する オー ク の 数 も 増え て いた 。 

数 年 前 アー ク メ イ ジ は 世界 の ほとん ど が 不毛 の 地 と な っ て お り 、 そ の 結果 すぐ に で も 戦い が 起こ る 
だ ろう と 報告 し た 。 その後 、 ア ー ク メイ ジ は 姿 を 消し て し まっ た 。 

ドラ ゴン 騎士 の な か に は 死ん だ り 引 退 し て し まっ た も の も いる が 、 ほ と ん ど が まだ その 地位 を 保っ 
て いる 。 ドラ ゴン 騎士 の 半数 は 、 い ま も っ て 、 谷 間 を 封鎖 し た 勇者 の まま 変わ っ て いな い 。 

問題 が 起 さ る と 、 ド ル メ ン に 集結 し て 評議 会 を 開く ドラ ゴン 騎士 た ち を 見 か ける よう に な っ た 。 ド 
ル メ ン の 全 領 域 を 手 に 入れ て ずい ぶん 経つ が 、 そ こ に ドラ ゴン 騎士 た ち は 投 票 を 行う た め に 集まる 
の だ つた だ 。 
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ン 騎 士 





ドラ ゴン と その 騎士 に は 、 も と も と 1 6 の 組み 合わ せ が あ っ た 。 そ の うち 3 人 の 騎士 は 谷間 へ の 退 
却 中 に 命 を 落と し て お り 、 彼 ら の 運命 に つい て は 、『 ド ラゴン ・ ドリ ー ム 』 の 項 に 記し て ある 。 
この 章 で は 、 高 買 な 絆 で 結ば れ た 残り の メン バー と 、 そ の 後継 者 に つい て ふれ る 。 騎 士 の な か に は 
"偉大 な る 退却 " の 従軍 者 も いる が 、 ほ と ん ど は 彼ら の 子ども や 跡継ぎ たち だ 。 も ちろ ん 、 ド ラゴン 
は すべ て 元 の まま 変わ っ て いな い 。 


アー ウィ ン デ ィ ル の アル サス 

経歴 : 

アル サス は 勇者 で あり 、 オ ー ク の 猛攻 劇 で 減 び た 牧歌 的 な 土地 アー ウィ ン デ ィ ル の 王 で も あ 
る 。 ア ル サ ス は 、 ア ー ウ ィ ン デ ィ ル や 他 の 地 の 生 存 者 た ちの 先頭 に 立っ て 数 年 間 戦い 、 そ の 渦中 
で アー ク メ イ ジ と 出会っ た 。 二 人 は 谷間 を 避難 所 と し て 使用 する こと を 思い つき 、 ア クセ ル に 
人 々 を 谷間 に つれ て 行く よう 依頼 し た 。 す で に 熟達 し た 戦士 で あっ た アル サス は 、 そ の 勇気 と 戦 
闘技 能 で いく ど と な く 避 難民 を 救っ た 。 他 の ドラ ゴン プリ ンス 達 は アル サス の カリ スマ 性 と 友愛 
心 に 惹き つけ られ 、 強 力 な 戦士 た ち に 鍛え 上 げ ら れ て いっ た 。 


る 太陽 の ドラ ゴン " ヘリ オス 
]ess 
何 世紀 も 昔 、 ア ー ウ ィ ン デ ィ ル の 人 々 は 空 に 出現 し た 強力 な 光 を 恐れ て いた 。 そ の 光 は 次 第 に 近 
付き 、 明 る さ を 増 し て いた 。 太陽 が 自分 た ち を 減 ぼ す た め に 近付い て いる と 考え る 者 も いた が 、 
その 光 が 熱 を 帯び て いな いこ と で 安心 し て いた 。 
つい に その 光 の 源 が 太陽 の ドラ ゴン ′" へ ヘリオス で ある こと が 明らか に な っ た 。 へ リオ ス は 、 今 
後 ア ー ウ ィ ン デ ィ ル に 落ち 着く と 宣言 し た 。 そ し て 、 戦 士 の な か か ら 乗 り 手 を 選出 し 、 オー ク の 
侵略 が 始ま る まで アー ウィ ン デ ィ ル の 人 々 と 共に 暮らし た 。 
へ リオ ス が 乗り 手 と し て アル サス を 選出 し た の は 、 侵 略 が 始ま っ て すぐ の こと だ っ た 。 へ リオ ス 
ld/CTus COH CaeAsocbD. アル サス が アー ウィ ジン ツ ディ ル の 主 だ っ た と いう こと は まっ た く の 
偶然 だ っ た 。 


を る を ハ アゲ ン ・ フ ォ ン ・ デ ィ ア コノ フ 
経歴 : 
アー ウィ ン デ ィ ル の アル サス が 召集 し た と き の 勇 士 の 一 人 で ある アア チェ ン ・ フ ォ ン ・ デ ィ ア コ 
ノ フ は 、 影 に 復 わ れ た 地 の 出 身 で 勇敢 な 戦士 だ っ た 。 そ し て 謎 めい た "暗黒 の ドラ ゴン " は 、 こ 
の アア チェ ン に 強い 興味 を 持っ て いた 。 
両者 は 共に オー ク と 勇敢 に 戦い 「 長 を き 退却 」 を 守っ た 。 最 後に アア チェ ン は 、 ト ログ に 乗っ た 騎 
士 軍 を 率い 、 オ ー ク に 包囲 され た 避難 民 の キャ ラバ ン を 救 お うと し た 。 し か し 、 戻 っ て 来 た も の 
は 誰 も いな い 、。 
数 ヶ月 後 、「 退 却 」 が 終わ り ア ル サ ス が オー ク の 追跡 者 に 向かっ て 部 下 の 先頭 に 立つ な か で 、 最 後 
の 避難 民 が 谷間 に 入っ た 。 暗黒 の ドラ ゴン "に 乗っ た 黒い 顔 の 戦士 が 現れ 、 オ ー ク を 追い 払う 助 
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け を し た 。 そ の 男 の 名 は ハア ゲン ・ フ ォ ン ・ デ ィ ア コノ フ 。 ア アチェ ン の 後継 者 だ っ た 。 当然 の 
よう に 暗黒 の ドラ ゴン "は 受け 容れ られ 、 ハ アゲ ン も 自動 的 に ドラ ゴン プリ ンス の 一 員 と な っ 
fa 

八 ア ゲン は 、 す ぐに アク セル ・ フ ォ ン ・ ウ ォ ー レ ン ロ ッ ド と 競い 始め た 。 無敵 の 戦士 で ある この 
二 人 の ドラ ゴン プリ ンス は 、 当 時 未婚 だ っ た アル サス の 後継 者 の 椅子 を めぐ っ て 戦い 、 策 を めぐ 
らし た 。 ア クセ ル が 殺さ れる と 疑い は すぐ に ハア ゲン に 向け られ た が 、 そ れ を 証拠 づけ る も の は 
何 も な か っ た 。 

そし て アル サス に 息子 メリ タス が 誕生 し た こと で 、 人 ハア ゲン は 劣勢 に 置か れ た か の よう に 見 えた 
が 、 ハ アゲ ン の 野望 が それ で 終わ っ た と 思う も の は 誰 も いな い 。 そ れ ど ころ か ハア ゲン は 戦士 と 
し て 、 ま た 指導 者 と し て 尊 共 を 受け 、 多 く の ド ラゴン 騎士 は アル サス に 万 が 一 が あっ た と き は 、 
若い メリ タス より 経験 に 富み 戦い で 鍛え られ た ハア ゲン の 方 が 指導 者 と し て ふさ わし いと 考え て 
いた 。 


€ "暗黒 の ドラ ゴン " ダ ゴ ン 


歴史 : 

他 の 仲間 た ちと は 異な りこ の ドラ ゴン は 放浪 者 だ 。 深 く て 暗い 森 に 衝 わ れ た 土地 や 長い 影 を 落す 
高い 山々 、 そ し て めった に 陽 の 光 が あ た ら な い 峡 合 な ど を さす ら っ て いる 。 旅 する 時 に は 、 影 に 
和 首 わ れ た 遠く の 土地 を 好む 乗り 手 を 見 つけ 行動 を 共に する 。 


私 行 官 の クル 


経歴 : 

ルビ ー の 乗り 手 で ある ソー バン は 、 ド ラゴン プリ ンス た ち を 統一 し よう と し た アル サス に 従っ た 
最初 の 勇士 の 一 人 で ある 。 無 敵 の 勇士 だ が 統治 者 へ の 道 を 歩 ま ず 、 住 民 の た め の 戦 士 や 軍隊 の 指 
導 者 で いる こと に 満足 し て いた 。 ひ と り 残 ら ず 守り 抜 こ うと し た が その 努力 は 実ら ず 、 オ ー ク の 
矢 に 人 々 が 倒れ て いく の を 目の当たり に し た 。 ぼ ぽ ぼろ ぼろ の 身 に な っ た ソー バン は アル サス が 戦っ 
て いる 場所 に 退却 し 、 ア ー ウ ィ ン デ ィ ル の 王 へ の 上 忠誠 を 区 つ た 。 

それ 以後 、 二 人 は 切っ て も 切れ な い 仲 と な っ た 。 二 人 は 並ん で オー ク と 戦い 、 人 々 を 谷間 へ と 導 
いて いっ た 。 谷間 に 入る と 、 ア ル サ ス は ソー バン を 上 級 執 行 互 に 任命 し た 。 

ソー バン は 、 壁 を 守っ て いる と き に オー ク の 矢 に 当り 命 を 落し た 。 そ し て 、 ソ ー バ ン が 乗っ て い 
た ルビ ー・ ド ラゴン は 後継 者 と し て ソー バン の 息子 クル を 選ん だ 。 ク ル は 退却 が 始ま る 前 に 合間 
の 外 で 生ま れ た 。 父 親 と アル サス を 尊 谷 し 、 両 者 と 競い 合い た か っ た が 力 は その どちら に も 及ば 
な か っ た 。 し か し 、 ク ル は 策略 と 術 策 の 能力 を 高め 、 久 守 が ちな アル サス の よき 執行 官 と な っ た 。 


€ "ルビ ー・ ド ラゴン "スマ ー ゲ ー ダ 
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スマ ー ゲ ー ダ は 探険 者 が 発見 し た と き 、 無 人 の 火山 に 生き る 孤独 な ハン ター だ っ た 。 す ぐに 発見 
者 た ちと 仲良 く な り 、 豊 か だ が 暴力 的 な その 土地 の 秘密 を すべ て 教え た 。 ス マー ゲー タ は ある 戦 
士 と 手 を 組み 、 丘 の 人 々 の た め に 勇士 の 乗り 物 と な っ た 。 

スマ ー ゲ ー タ は 人 間 と 手 を 組ん だ 最初 の ドラ ゴン の 一 匹 で 、 そ の 活力 は 常に 乗り 手 の そ れ と 連動 
し て いた 。 








を タナ シヤ ・ ヒ マナ プス 


経歴 : 

タネ シヤ ・ ヒ マナ プス は 、 ド ラゴン プリ ンス と な る 家系 の 3 人 目 の 子 ども だ っ た 。 祖父 は 「 長 き 
退却 | で アル サス に 同行 し 、 追 撃 戦 で 命 を 落し た 。「 天 国 の ドラ ゴン 」 に 選ば れ た 母親 の ラ ザ サナ は 
[ドラ ゴン の 槍 」 を 手 に 、 最 後 の 避 難民 た ち を 守る た め に 果敢 に 戦っ つっ た 。 ラ サナ は 数 年 間 、 合 間 の 
壁 を 警備 する 強力 な メン バー で も あっ た 。 

八 ア ゲン ・ フ ォ ン ・ デ ィ ア コノ フ と の トー ナメ ント 戦 で 重傷 を 負っ た ラサ ナ は 、 ド ラゴン の 同意 
の も と 、 そ の 地位 を 娘 に 譲り 、 タ ナシ ヤ は 現在 に 至る 。 年 齢 は お よそ 3 0 で 、 そ の 腕前 と 美 し ご 
が 賛美 され て いる 。 


€ 天国 の ドラ ゴン " エビ ファ ノー ル 


歴史 : 

山間 の 土地 サ ソ ス の 羊 飼 い 達 は 幻覚 を 引き 起こ す 奇 妙 な 病気 に 苦し み 、 群 れ を 管理 する こと が で 
き な く な っ て いた 。 羊 飼い の 一 人 が 幻覚 か ら 覚 め る と 、 群 れ か ら 数 頭 が いな く な っ て いた の だ 。 
そこ で 賢人 や 冒険 者 達 が その 原因 究明 に 動き 、 つ い に は エピ ファ ノー ル を 見 つけ た 。 エ ピ フ ァ ノ 
ー ル は 羊 飼 い を 泥酔 させ 、 羊 を 食べ る の を 楽し ん で いた 。 

エピ ファ ノー ル は 、 賢 人 か ら 羊 を すべ て 食べ て も いい こと を 条件 に 、 人 々 を 若 し め ず 人 々 の 仲間 
に な る よう 説得 を 受け 、 サ ソス の 勇士 の 乗り 物 と な っ た 。 し ば らく 調査 し た エピ ファ ノー ル は うっ 
まく や っ て いけ る 家族 を 見 つけ 、 そ れ 以 来 そ の 家族 の な が から 乗 り 手 を 選ん で いる 。 


人 ハーグ ・ ナ ッ ク ・ ド ラコ ー ネ ン 


経歴 : 

ベル ゲン ・ ナ ッ ク ・ ド ラコ ー ネ ン は 、 ド ラゴン の 乗り 手 の 古 い 家 系 を 引き 継い で いた 。 乗り手 た 
ち は 、 統 治 に は ほとん ど 従 事 し な か っ た 。 あ まり に 直接 的 で 虐殺 を 好む 傾向 の た め に 、 政 治 家 に 
は な れ な か っ た の だ 。 他 の 者 達 は “ 地 の ド ラゴン " クレ ゴー ル が 、 力 は ある が 頭 の 弱い 一 族 か ら 
乗り 手 を 選び 続け る わけ を 不可 解 に 思っ て お り 、 ク レゴ ー ル を 知っ た 者 は 、 す ぐに クレ ゴー ル が 
た ん に 自分 自身 の 性 癖 に 似 た 人 間 に 魅 力 を 感じ て いる こと が わか っ た 。 

どん な 欠点 が ある に し ろ ベ ル ゲ ン は 強い 戦士 で あり 、「 長 き 退 却 ] の 強力 な 支え だ っ た 。 最後 の 戦 
い が 終 わり 、 ベ ル ゲ ン は 自分 の 新しい 領地 に 隠居 し 、 城 を 建て 家庭 を 築い た 。 し か し 妻 が 早死 に 
し 、 そ れ 以 降 他 の 女性 と 親しく な る こと は な か っ た 。 ベルゲン は 、 ひ と り 息 子 を ベル ゲン の よう 
な 戦士 に 育て 上 げ 、 グ レゴ ー ル は その 息子 ハー グ が 「 ド ラゴン の 植 」 を 振り か ざす こと が で きる 
よう に な っ た と き 喜 ん で 迎え 入れ だ た 。 


€ 地 の ド ラゴン ”" クレ ゴー ル 


歴史 : 

クレ ゴー ル は 、 ク ラコ ー ネ ン の 人 々 が 切り 開い た 採石 場 で 発見 され た と 言わ れ て いる 。 人 々 は 当 
初 、 ク レゴ ー ル の こと を 怪物 か が 何 か だ と 思っ た 。 と いう の も 、 ク レゴ ー ル に は 言わ れ て いる よう 
な ドラ ゴン の 資質 が な か っ た か ら で あ る 。 し か し 、 あ る 勇 敵 な 戦士 が 近づき 結び つい た 。 人 々 は 、 
ドラ ゴン に 様々 な 種類 が ある こと に 気づい た の で ある 。 








を ハーブ シャ ル の フォ ー マ ー・ サ イン 


経歴 : 

バー ブシ ャ ル の フォ ー マ ー・ サ イン は 、 谷 間 の 少数 一 族 の 一 人 だ っ た 。 広 大 な 海 を 冒険 する 大 志 
を 抱い た 「 海 の 民 」 は 谷間 で も 生き 残る こと は で きた が 、 そ うす る だ け の 忍耐 力 が 不足 し て いた 。 
ほとん どの 人 が 、 生 活 形態 の 一 部 と な っ た 文明 の 技術 を 手放し 、 海 の 奥深 くに 避難 し て いっ た 。 
オー ク が 「 海 の 民 ] を 滅ぼし た り 、 そ の 食糧 すべ て を 喰い 尽 す こと は な いか も 知れ な い が 、 彼 ら 
の 生活 は すっ か り 破 壊さ れ た 。 

アル サス や ドラ ゴン 騎士 に 会 うこ と が この 世界 に と っ て 、 唯 一 そし て 真 の 希望 だ っ た 。 フ ォ ー マ 
ー は 武装 し た 同胞 た ちと と ど ま る こと を 決意 し 、 最 終 的 に は オー ク の 脅威 を 退け 、 人 々 の た め に 
も う 一 度 浅瀬 を 安全 に で きる こと を 願っ た 。 


€ 海 の ド ラゴン " ヒッ ポキ ャ ンプ 


歴史 : 
この ドラ ゴン は 「 海 の 民 」 の 歴史 の 早い 時 期 に 現れ た 。 出 生 は 伝説 に 包ま れ て いる 。 特 定 の 家系 
と 結び つい て いる わけ で は な い が 、「 海 の 民 」 の 最高 の 戦士 の な か か ら 乗 り 手 を 選ん で いる 。 


る チェ リイド ラ ・ サ ー ベ ン テ ィ ナ 


経歴 : 

西海 の は る か が 彼方 に ある 美しい 瑠 形 諸島 の 勇士 だ が 、 防 御 軍 に 馳せ 参じ 、 幸 せ だ っ た 島 の 人 々 
の 滅亡 に つい て 話す まで 、 誰 も この 乗り 手 に つい て 知ら な か っ た 。 "強い " カフ ー ン は 同盟 軍 に 参 
加 し 、 勇 敢 に 戦っ た 。 

カフ ー ン は 谷間 に 入っ た と きす で に 年 老い て いた 。 そ の た め 年 齢 に 負け る か 、 オ ー ク の 檎 に 負け 
る か が か の いずれ か だ と 考え 、 ふ さわ し い 後 継 者 を 探し 始め た 。 そ し て 、 チ ェ リ イド ラ の 避難 民 の な 
か か ら 若 く 高 買 な 女性 を 見 つけ た 。 そ の 女性 は すでに オー ク の 襲来 を 三 度 も 戦い 抜い て いた 。 し 
か も 、 そ の うち の 一 度 は まさ に 片手 で 戦い 抜い た 。 

カフ ー ン は その 美しい 女性 と 結婚 し 、“ 再 区 の ドラ ゴン " ター ト は カフ ー ン が 死 を 迎え る と き に は 、 
乗り 手 と し て この 女性 を 受け 入れ て いた 。 


€ mupmH2dz タート 


Ies 

ター ト は 、 魚 網 の 中 で 人 々 を 守っ て いた 。 巨大 な 旬 を 捕まえ た と 思っ て いた 漁師 た ち は 、 仲 間 が 
猛烈 な 府 い の 流れ に 呑み 込ま れ 、 溢 れ て いる の を 見 て ひど く 和 驚か され た 。 

ある 勇敢 な 戦士 が ター ト の 言う 通り の 条件 で 会 お うと 試み る まで 、 タ ー ト は 何 年 も の 間 、 島 民 に 
と っ て は 災い の 元 だ っ た 。 戦士 が ター ト に 会 っ た こと で 島民 の 勇士 が 決ま り 、 タ ー ト が 乗り 物 と 
な うた だ 。 


を る を エ グレ ギャ リオ ン の アレ クサ ンダ ー と シギ ル の シル ヴァ ン 
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経歴 : 
「 ア レク サン ダー と シル ヴァ ン は 一 人 で 同じ 人 物 だ が 、 同 時 に 異な る 人 で も ある 」 と いう 説明 は 、 
この 奇妙 な ドラ ゴン 騎士 に つい て 質問 され る た びに アー ク メ イ ジ が 出し て いた 答 だ 。 





アー ク メ イ ジ は 旅 の 途中 で アレ クサ ンダ ー と シル ヴァ ン に 出会い 親しく な っ た 。 そ し て 、 オ ー ク 
と の 戦い に 奮闘 し て いる アク セル と アル サス に 協力 する よう 説き 伏せ た 。 

容姿 も 感情 面 も 奇妙 な 両者 は 、 ひ と つの 身体 を 共有 し て いる 二 人 の 人 物 だ っ た 。 そ し て 、 何 に 関 
し て も 反発 し 合っ て いた 。 


9 レッ ド ・ ド ラゴン "” グル サイ アム 


歴史 : 

グル サイ アム の 歴史 は 、 乗 り 手 の 経歴 と 同じ よう に ほとん ご 知ら れ て いな い 。 

一 般 的 に は 交 涼 術 の 達人 と 見 られ て いる 。 と いう の も 、 ア レク サン ダー と シル バン の ご ちら に 同 
意 す る こと も な く 、 彼 ら の あい だ の 平和 を 維持 する こと に 努め た か ら で あ る 。 


フジ トモ ・ ノ ー・ サ マト リー 


経歴 : 

ン ン ドモ ・ ノー・ ザ サマ トリ ー は 、 東 の 果て が か が ら ア ル サ ズ の 同朋 軍 に や っ で 来 堪 。 そ し て 、 オー ク 
の 流 に 押し 潰さ ぐれ 、 文 字 通り 呑み 込ま れ て し まっ た 教養 と 勇気 の ある 人 々 の 話 を 伝え た 。 若く は 
な い が 、 ド ラゴン と 共に 残っ て 猛攻 を 戦い 抜き 避難 民 を 守っ た 。 

勇敢 な 戦士 で あめ っ た フジ トモ は 、 谷 間 で 8 年 間 暮 らし 老衰 で 死 を 迎え た 。 

結婚 を し な か っ た の で 後継 者 は いな か っ た 。 フ ジ ト モ の ドラ ゴン は 乗り 手 も な く 今 日 を 迎え て い 
る 。 


9 イン ペリ アル ・ ド ラゴン " ヤマ テル ス 


歴史 : 

イン ベリ アル ・ ド ラゴン は 、 フ ジ ト モ の 住民 が そう 呼ば れ て いた 「 太 陽 の 民 」 の 皇室 と 緊密 な 関 
係 に あっ た 。 旦 室 は 乗り 手 と な る 勇士 を 選ぶ た め に ヤマ テル ス と 話し 合い を 行っ た が 、 後 継 者 が 
いな いた め フ ジ ト モ の 死 以来 、 ヤ マテ ルス に は 乗り 手 が い な い 。 

し か し 、 い ずれ 別 の 一 族 か ら 乗 り 手 を 選ぶ こと に な る だ ろう と 見 る 向き も ある 。 


ヘレ ー ニ ア ・ ダ ル テ ィ カ 


経歴 : 

へ ヘ レー ニア は ドラ ゴン 騎士 の な か で いち ば ん 若い 2 0 代 の 女性 だ 。 夏 黙 で 、 凍 て つい た 寒い 場所 
がら や っ て 来 た と 言わ れ て いる 。 

その 内 気 さ と 用 心 深 さ は 、 間 違い な く 家 族 が トー ナメ ント 戦 で 大 敗 を 喫し た こと に 超 因 し て いる 。 
イマ ー ス ペー ン で 谷間 に 乗り 入れ た 騎士 で あっ た 祖父 は 、 フ ジ ト モ ・ ノ ー ・ サ マト リー と の 戦い 
CüntORUIC. 父親 は チェ リイド ラ ・ サ ー ペ ン テ ィ ナ に 、 そ し て 兄 は ハー グ ・ ナ ッ ク ・ ドラ コー 
ネン に 殺さ れ た 。 

こつ し て 一 人 の 若き 少女 が 、 強 力 な イマ ー ス ベー ン に 乗る こと に な っ た の で ある 。 





7 ツ 





9 “アイス ・ ド ラゴン "” イマ ー ス ベー ン 

歴史 : 

イマ ー ス ベ ペー ン は 、 水 河 の 中 で 凍っ て いる と ころ を 発見 され た と 言わ れ て いる 。 氷河 に 閉じ 込め 
られ て いた の か 、 そ れ と も 氷河 の 通り 道 で 眠り 込ん で し まっ た の か は 明らか で は な い 。 ヘ レー ニ 
ア の 祖父 に よっ て 起こ され 、 す ぐに 家族 の 一 員 と な っ た 。 

それ 以来 イマ ー ス ベー ン の 乗り 手 は 何人 か いた が 、 全 員 が 同じ 一 族 か ら 選 ば れ て いる 。 


人 チェ ン ・ ラ イ 


経歴 

チェ ン ・ ラ イ は フジ トモ ・ ノ ー・ サ マト リー の 従兄 弟 で あり 、 憎 さき ライ バル で あっ た 。 両 者 の 間 
に は 、「 東 方 の 地 ] の 人 々 の 支配 権 を 巡っ て 長期 に わた る 確執 が あっ た と 言わ れ て いる 。 

し か し 、 二 人 は オー ク の 波 か ら 故 卿 を 守る た め に 、 対 立 を 脇 に お いて 戦わ ざる を 得 な く な っ た 。 
それ で も オー ク を 倒す こと は で きず 、 共 に 谷間 の 同盟 軍 に 加わ っ た 。 

二 人 の 確執 は フジ トモ の 死 ま で 続い た が 、 チ ェ ン ・ ラ イ は 名 誉め ある ドラ ゴン 騎士 で あり 、 陰 険 な 
行動 は 取ら な か が っ た 。 


€ ' 雲 の ド ラゴン " エル ダー 


歴史 : 

雲 の ド ラゴン " エル ダー は ライ バル で ある ヤマ テル スズ ス に 対 折 す る た め 、 乗 り 手 と し て チェ ン ・ ラ 
イ を 選ん だ 。 フ ジ ト モ に 後継 者 が いな いた め 、 ヤ マテ ルス は 乗り 手 を 失っ た が 、 そ れ を 知っ た エ 
ル ダ ー が 喜ん だ こと は 明らか だ っ た 。 


人 ワー ナー・ フ ォ ン ・ ウ ォ ー レ ン ロ ッ ド 


経歴 : 

ワー ナー の 父親 で ある アク セル ・ フ ォ ン ・ ウ ォ ー レ ン ロ ッ ド は 、 同 盟 軍 の 偉大 な 戦士 だ っ た 。 ア 
クセ ル は アル サス か ら 任 命 さ れ 、 人 々 を 谷間 へ と 導い た 。 そ し て そこ で 妻 を め と り 、 一 族 を 興す 
城 を 築い た 。 

谷間 の 政治 の 世界 か ら は 遠 ご か っ て いた が 、 八 アゲ ン ・ フ ォ ン ・ デ ィ ア コノ フ が あま り に も 信用 
に 値 し な いた め 、 フ ォ ン ・ デ ィ ア コノ フ の 計画 の 打撃 を 和らげ る た め に で きる 限り の こと を し た 。 
フォ ン ・ デ ィ ア コノ フ は 何 度 も トー ナメ ント 戦 を 挑ん で きた が 、 ア クセ ル は 他 の 者 た ちの 裏切り 
が 自分 を 倒す だ け で は な く 、 デ ィ ア コノ フ の 咽 に 人 錠 え た や り 方 か ら 、 自 分 を 殺し て さえ し まう だ 
ろう と 考え た 。 そ の た め ア クセ ル は トー ナメ ント 戦 か ら 引 退 し 、 関 連 す る あら ゆる 招待 を すべ て 
丁重 に 辞退 し た 。 

し か し 、 そ れ は アク セル を 助け る こと と は な ら な か っ た 。 ア クセ ル は 実に 不可 和解 な 死 の 犠牲 と な 
り 真 実は 謎 の まま だ 。 


€ " 炎 の ドラ ゴン " フィ ロジ スト ン 


歴史 : 
フィ ロジ スト ン は 火 の 湖 に 現れ 、 そ の 湖 に 近づく も の 達 と 戦っ た と 言わ れ て いる 。 し か し 目 の 当 
た り に し た も の が 気に入っ た に 違い な い 。 と いう の も その 人 々 を 受け 入れ 、 そ の 人 達 の ドラ ゴン 








に な っ た か が か がら だ 。 

フィ ロジ スト ン は 、 炎 に 潜む 多く の 秘密 を 人 々 に 教え た 。 フ ォ ン ・ ウ ォ ー レ ン ロ ッ ドー 族 は 炎 を 
使う 達人 と な り 、 フ ィ ロ ジス トン は アク セル を 乗り 手 に 選ん だ 。 

アク セル の 死後 、 フ ィ ロ ジス トン の 行方 は わか ら ず 、 今 日 まで その 姿 を 見 た も の は いな い 。 そ の 
た め 様 々 な 憶測 が な され て いる 。 


る クラ ウス ・ フ ォ ン ・ ス トラ ー プ ジグ 
経歴 : 
クラ ウス ・ フ ォ ン ・ ス トラ ー プ ジグ は ドラ ゴン 騎士 で あり 、 谷 間 へ の 退却 を な ん と か 生き 残 ろ う 
こと し た 少数 一 族 の 指導 者 で ある 。 
すばらし い 戦 士 で ある クラ ウス は 刻 や 槍 そ し て 弓 な ど の 伝統 的 な 武器 を あま り 好 まず 、 代 わり に 
鵜川 形 の ガン トレ ッ ト を 使用 する 。 
クラ ウス と その 仲間 遅 は つか まえ どこ ろ が な く 、 自 分 た ちの や り 方 に つい て は 秘密 主義 で 通し て 
いる 。 噂 で は トロ グ と 関係 が あり 、 賢 い ト ロー ル と いう 伝説 の 出所 は ここ らし い 。 そ れ に 関す る 
証拠 が め る わけ で は な い が 公 式 な 否定 も や され て いな い 。 


€ 釣 爪 の ドラ ゴン "” サリ ドン 
釣 瓜 の ドラ ゴン で ある サリ ドン は 乗り 手 と 非常 に よく 似 た 戦士 で 、 そ の 名 が 示す 通り 接近 戦 で は 
釣 爪 の 使用 を 好む 。 乗 り 手 を 常に 同じ 家系 か ら 選 ん で いる が 、 同 時 に 戦闘 の 果敢 さ に 重き を 置い 
て いる 。 


アー ク メ イ ジ 
ドラ ゴン 騎士 で は な い が 、 ア ー ク メイ ジ は 谷間 に は 欠か せな い 重 要 な 存在 だ 。 
アー ク メ イ ジ の 出自 や 本 当 の 名 を 知る 者 は 誰 一 人 と し て いな い 。 
痩せ て お り 、 も の 寂し げ で 他 の 者 た ちか ら 距 離 を お いて いる 。" ド リー ム の 者 "と 直接 交渉 で きる 
偉大 な パワ ー を 持っ て いる 。 ア ー ク メイ ジ な くし て 、 谷 間 を 封鎖 する こと は で き な か っ た だ ろう 。 
ゲー ク メ イ ジ は 幾度 こと なく 現在 の 谷間 の 指導 者 を 支持 する こと を 表明 し て き て お り 、 フ ォ ン ・ デ 
ィ ア コノ フ に 権力 を 握ら せな いよ うに し て いる 数 少な い 要 因 の ひと つ だ と 考え られ て いる 。 
アク セル ・ フ ォ ン ・ ウ ォ ー レ ン ロ ッ ド の 死 以 降 _、 ア ー ク メイ ジ は ほとん ど 公 共 の 場 に 姿 を 現さ な 
く な つた 。 時 と し て ドラ ゴン 騎士 評議 会 に は 顔 を 出す が 、 そ れ 以 外 は 所 在 が つか め な い 。 
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この 草 で は 、 谷 問 に 存在 する と 言わ れ て いる クリ ー チャ ー に つい て 説明 し よう 。 

オー ク の よう な クリ ー チ ャ ー の 存在 は すでに 知ら れ て いる が 、 そ の 他 に つい て は 確か で は な い 。 そ 
の よう な クリ ー チ ャ ー は 心 の 問題 で あり 、「 偉 大 な 戦い ] で 経験 し た 恐怖 か ら 生 まれ た も の だ と 言う 
者 も いる 。 実際 に 出会っ た と 主張 する 者 も いる が 、 そ れ を 証明 で きた 者 は 誰 も いな い 。 

以下 の 説明 は 、 こ れ ら の クリ ー チ ャ ー を 取り 巻く お 伽 話 か ら 発展 させ た も の だ 。 


デー モン 

~ ドリーム” の 端っこ は 、 時 と し て すり 切れ る 。 

こう し た すり 切れ だ た 部 分 を 通っ て 、 強 力 な パワ ー を 持つ た 残忍 な デー モン が や っ て 来る 。 そ の 破 

壊 的 な や り 方 に も か か わら ず 、 オ ー ク の 賠 奪 軍 こ は 何 の 関 作 わ な いよ うだ 。 

文明 の 周辺 を 簡 個 し 、 廃 虚 を 占拠 する 。 デ ー モ ン は 、 ド リー ム の 要素 を 十分 に 使い こなせ る 力 を 

持っ た ウイ ザー ド の 簡単 な 呪文 で 制御 する こと が で きる と 言わ れ て いる 。 

cu oo c DUE Ceu sum 
尻尾 を 持っ て いる 。 XSEICcgcACD. Hi a AME 

デー モン の な か に は グレ ー ト ・ デ ー モ ン が いる と 言わ れ て いる 。 グ レー ト ・ デ ー モ ン も 同じ よう 

な 容姿 だ が 、 普 通 の デー モン より は 大 きく 、 人 間 と 比較 し て も 強い 。 こ の デー ー モ ン は ひど く 憩 れ 


られ で て いる 。 
る 妖精 | 
小さ な 人 間 の よう な この クリ ー チ ャ ー は 、 A NE 
アク セル に 連れ られ て 谷間 に 来 た の で は な い が 、 ア ー ク メイ ジ の 呪文 の 産物 な の か 、 ず っ と 苦 か 


CR DI uq E ER E ERE 
の 姿 を 見 た も の は ほとん ど お ら ず 詳 し いこ と は わか っ て いな い )。 


オー ク 
オー ク は 谷間 の 周辺 の いた る と ころ に お り 、 ド ラゴン の 偵察 で 捕まる 者 も いれ ば 、 こ っ そり 壁 を 
乗り 越え て くる も の も いる 。 
オー ク は 強力 な 戦士 で あり 、 残 酷 な 拉 問 者 で も ある 。 略 礁 と 殺し の た め に だ け 生 き て いる 。 遠 目 
で は 人 間 に 似 て いる が 、 そ ば に 近づく と ずっ と 野 稚 で 恐怖 が 込み 上 げ て くる 存在 だ 。 残 忍 な 叫び 
や 勇気 の 誇示 を 喜ぶ が 、 一 人 や 少数 の と き は 勝 病 者 で ある 。 し か し 残念 な こと に 、 オ ー ク を 見 つ 
ける と き は た いて い 群 れ を な し て いる 。 
オー ク の 出自 を 知る 者 は 誰 も いな い 。 オ ー ク か 出現 する や 力 づ く で 押し 寄せ 、 す ぐに 当たり が ま 
わ ず 攻 撃 し て きた 。 そ し て アッ と 言う 間 に 繁 殖 し 、 手 当たり 次 第 何もかも 喰い つく し た 。 
哲学 者 た ちの 言 に よれ ば オー ク は 、 本 質 的 な 混 沖 を 具現 化し た も の だ そう だ 。 最 後に は 世界 の 食 
べら れる も の を すべ て 喰い つく し 、 食 糧 不 足 で 死ん で し まう 。 し か し 合間 に 侵入 し 破壊 し て し ま 
えば 、 彼 ら の 死 を 喜 点 も の は 誰 も いな く な る の だ 。 
オー ク は 、 サ ウ ア ー・ ク ラク 人 ハム に 導 か れ て いる 。 





グン 





すけ サウ アー・ ク ラク ハム 

オー ク の 指導 者 で 、 何 より 巨大 で 強力 だ 。 た っ た 一 人 で 、 人 間 や 他 の 同盟 関係 に め ある 種族 の 指導 
者 を 数 多く 倒し て きた 。 戦 いと 捧 問 それ に 戦利 品 だ け に 興味 を も つと 言わ れ て いる 。 こ の 世界 の 
オー ク 以 外 の 種族 を 憎ん で いる こと は 間違い な い が 、 配 下 の オ ー ク に も それ ほど の 好意 を も っ て 
いな い 。 


を る を トロ グ 


ドリ ー ム の 世界 で 、 ト ログ は 選択 を 伝達 する 獣 だ 。 

ドリ ー ム の ほとん ご どの 住人 と は 異な る 4 本 の 足 で 歩く 四肢 動物 で 、 驚 く ほ ど 広 い 地 域 を 呑み 込 
む ほ どの 大 股 で 歩く 。 

称 良 だ が 、 そ の 歯 は 肉食 に 向い て いる 。 "ドリ ー ム "の 他 の 種族 と 戦っ た と いう 賢い トロ グ の 伝説 
が ある が 、 そ の 賢 さ の ほとん ど は 家畜 で あっ た こと で 生み 出さ れ て きた 。 と も か が く 、 架 空 の 馬 よ 
り 覧 いこ と は 確か だ 。 

トロ グ は その 覧 さ と 歯 や 釣 爪 で 、 恐 ろ し い 戦 闘 員 に な りえ る 。 ト ログ と 敵対 的 に 直面 し た も の は 
誰 で あれ 、 注 意 深く 別 の 選択 肢 を 考え た ほう が 賢明 だ 。 


を る トロール 


強く て ずる 賢い トロ ー ル は た ま に オ ー ク と 間違わ れる が 、 実際は オー ク よ り も 大 き な 身 体 を し て 
お り 、 独 目 の 方 法 で ずっ と 文明 化し て いる 。 ト ロー ル は 醸造 と 蒸留 の 技術 を 世界 に も た らし 、 彼 
ら が 祝福 こ 同 時 に 呪い を 受け る と いう きっ か け に も な っ た 。 

野 汗 で 狂 暴 で あり な が ら 世 捨て 人 で も あり 、 他 の 種族 の 侵入 を 逃 れ て 峡谷 や 洞窟 に 隠れ て いる 。 
トロ ー ル と 定期 的 に 接触 で きる の は ほん の 少数 の 商人 だ け で 、 姿 を 見 られ る こと は ほとん ど な い 。 
長身 で 人 間 に 似 て いる が 鼻 が 大 きく 、 歯 は 失っ て いる 。 胴体 は ずん ぐり し て 毛 深 く 、 手 足 は 平均 
的 な 人 間 の より も 長い 。 何 より 重要 な の は 、 体 毛 を 宝石 や ビー ズ で 飾る こと だ 。 戦い で は 技 が 求 
め ら れる 武器 と 村 こ いう 複雑 な 構成 より も 、 強 い 印 象 を 与え る 両手 使い の 武器 を 好む 。 


を アン デッド 


「 死 者 の 母 」 の 抱擁 を 拒絶 し た アン デッド は 実に 恐ろし い モ ンス ター だ 。 

痛み に 鈍感 で 武器 も 通用 し に くい 。 完全 武装 し た 戦士 だ けが この クリ ー チ ャ ー を 倒す 可能 性 を も 
っ て いる も の の 、 た こえ 倒し た と し て も 一 時 的 な も の に すぎ な い 。 誰 も 殺す こと な ど で き な い の 
だ 。 

アン デッド は 死ん だ 人 間 の よう だ が 、 そ の 理由 は 明らか な は ず だ 。 ドラ ゴン や トロ グ 、 オ ー ク や 
トロ ー ル の アン デッド を 見 た も の は 誰 も いな い が 、 存 在 し な いと は 限ら な い 。 
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l. 育っ た 農家 
目的 : ボウ ル を 拾っ た 後 、 必 ら つ いて いる 和牛 を 牧草 地 に 繋ぎ ざ 、 育 て の 親 か ら ド ラゴン リン グ を 得る 。 
育て の 親 か ら 言 いつ けら れる お 使い を こなす 。 進路 を 妨害 する 犬 の よう な モン スタ ー は 、 や っ 
つけ る こと も で きる し 、 骨 や 笛 で 追い や る ここ と も で きる 。 
極端 な 場合 と し て 、 育 て の 親 を 殺害 し 、 持 ち 物 を 奪う こと で 次 に 進む こと も で きる 。 
[必須 アイ テム ] 
(この ステ ー ジ で 使用 ) 
・ ロープ : 和牛 を 繋ぐ の に 必要 (納屋 の な か が) 
(以降 の ステ ー ジ で 使用 ) 
・ ワー ハン マー : 呪文 の 本 を 入手 する の に 必要 (納屋 の 裏 ) 
・ 硫 黄 、 火 打 石 : 火 を 起こ す の に 必要 (納屋 の な か が ) 
・ ド ラゴン リン グ : 身分 証明 に 必要 (育て の 親 か ら ) 


2. ドル メン (スト ー ン サー クル ) 
目的 : 「 ド ア を 開け る 」 呪文 を に 入れ る 。 
この 場所 で 、 魔 法 を 使う た め の 下 準備 を 終え る 。 
小高 い マ ウン ド の な か の トン ネル の 一 方 で 鍵 を 見 つけ 、 も う 一 方 の トン ネル の 扉 を 開く 。 ス ケル ト 
ン の 攻撃 を 避け な が ら 壁 の ボタ ン を 押す と 、 慕 室 に 入る た め の 鍵 が 入手 で きる 。 
[必須 アイ テム 」 
(以降 の ステ ー ジ で 使用 ) 
- ドア を 開け る 呪文 : 進路 を ひら く た め に 必要 ( 墓 室 の ドラ ゴン か ら ) 


3. 山 の か トンネル 
ここ で は 、" ワ ー ハ ンマ ー"” で 「 呪 文 の 本 」 を 入手 し て 魔法 が つか える よう に な っ て 、「 扉 を 開け る ] 
呪文 を 使っ て 進路 を 切り 開く 。 


4 . 十字 路 
目的 : 奇妙 な 二 人 の “お 使い " を 達成 し て 、 必 須 ア イ テ ム を 入手 する 。 
“お 使い "の お 礼 と し て 二 人 人 か ら も ら う 「 フ ァ イ ア ー ボ ー ル 」 呪文 で 次 へ の 進路 を 切り 開け る 。 
[必須 アイ テム 」 
(以降 の ステ ー ジ で 使用 ) 
・ ロ ー プ : 進路 を ひら く た め に 必要 (奇妙 な 二 人 か ら ) 


5. 渡し 場 
モン スタ ー を 倒し て 船 の オー ル を 入手 し 、 船 で 川 を 渡る 。 
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6 . 


肉食 植物 
奇妙 な 植物 の 近く に 落ち て いる 頭 骸骨 を 拾っ て 、 ロ ー プ で ひっ か がけ を 作り 、 木 を 利用 し て 飛び 越え 
る 。 


7. キノ コ の 村 か ら トンネル まで 


8. 


9. 


10. 


1 1 


目的 : フジ トモ リン グ を 手 に 入れ る 。 
キノ コ の 村 で は 、 身 体 を 縮小 べ させ る 薬草 を 見 つけ て 身体 を 小 べ くし た 後 で 、 サ ソリ を や っ つけ 、 そ 
の お 礼 に | 幻想 を 消す 」 呪文 を 手 に 入れ る 。 
朱 の ある 場所 か ら の 分 岐 で 、 歯車 ・ 匂 い を 防ぐ 布 「‥ 小 さく な る 薬草 "な ど を 手 に 入れ る 。 
[幻想 を 消す 」 呪文 を 使っ て 、 花 園 の 奥 に ある 建物 の 壁 を 開け 、 桶 を 見 つけ 、 丼 戸 で 水 を 流 む お 。 そ の 
桶 を 使っ て 、 歯 車 を 作動 ご せ ド ア を 開け る 。 
※ チ ェ ス ト は 金 と 銀 の 2 種類 が あり 、 い ずれ か 一 方 し か 取る こと は で き な い 。 
トン ネル の 中 に は 人 金 の チェ スト が あり 、 そ れ を 拾っ て し まう と 、 歯 車 の 作動 で 開く 建物 に ある 銀 
の チェ スト は 消え て し まう 。 銀 の チェ スト は 、 フ ジ ト モ の 相 に 示す こと で 、 フ ジ ト モ の ドラ ゴン 
リン グ を 入手 する の に 利用 で きる 。 


ドラ コー ネン の お 使い 

目的 : ダッ ク ド ラ ゴン の 宝石 を 手 に 入れ る 。 

ドラ コー ネン か ら 依 頼 さ れる ダッ ク ド ラ ゴン の 宝石 ~` は 、 カ ワカ マス の 体内 か ら ダ イヤ を 手 に 入 
れ 、 そ れ を 使っ て 滝 の 奥 の 洞窟 に いる ダッ ク ド ラ ゴン を 眠ら せ て 入手 する 。 

ドラ コー ネン に ダッ ク ドラ ゴン の 宝石 を 渡す と 無 条 件 に 1 票 獲得 で きる 。 


ダー ティ カ と の 出会い 

目的 : 進路 を 開く た め の ソ ツルハ バハ シ を 手 に 入れ る 。 

スト ー ン サー クル の ある 丘 に 登る と 、 ダ ー テ ィ カ が 現れ る 。 
ドラ ゴン リン グ を 示し 、 戦 闘 行為 を 行う と ツル ハシ が も ら え る 。 


SAN 
— AO» A Je» 2 00 e CTERRC SI UCTORD EIC A S. 


. 双頭 の 騎士 
ご ちら か に 割れ て いな い 花 瓶 を 渡す と 無 条 件 に 1 票 獲得 する こと が で きる 。 
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攻略 ヒン トメ モ [CD-2: 城 の 中 ] 


1. ホー ル ま で 
城 の 奥 に 続く 途中 の 進路 を 塞ぐ ドラ ゴン に は 、 ド ラゴン リン グ を 示す 。 





2. 玉座 の ある ホー ル 
目的 : 地下 の 部 屋 に 入る た め に 、 扉 を 開け る た め の | 紋章] 及び いく つか の 必須 アイ テム を 手 に 入れ る 。 
ホー ル に いる スケ ルト ン は 倒し て も 放っ て お いて も どちら で も いい が 、 何 度 も 出入 りす る 場所 な の 
で 早め に 倒し て し まう の が ベタ ー。 
ホー ル に は 、 和 入口 を 除き 全部 で 6 個 の 扉 が あり 、 そ れ ぞ れ で アイ テム や 情報 を 入手 する 。 礼拝 堂 で 
(d. EE HRUSETFICAGdaA. SEES ef» CCC 「 紋 章 の 一 部 ] が 手 に 入り 、 そ ば に ある 散水 棒 も 入 
手 す る 。 
暖炉 の ある 部 屋 で は 、 入 っ た 正面 に ある 左側 の 棒 を 操作 する と 、 隣 室 に あめ る チェ スト の 鍵 が 入手 で 
きる よう に な る 。 チ ェ ス ト の な か が に も 「 級 章 の 一 部 ] が ある 。 
桶 と 剣 の 飾り が ある 部 屋 で は 、 地 下 へ の 階段 を 降り た と ころ に も うー つ 装 飾 さ れ た 剣 が め あめ る の で 、 
それ を 柚 と 剣 の 飾り に 合体 させ る と 「 紋 章 の 一 部 ] を 手 に 入れ る こと が で きる 。 ガ ラス 瓶 が 散乱 し 
て いる 部 屋 で は 、 最 初 の 小 部 屋 で "ドラ ゴン の 彫像 を 手 に 入れ る 。 
奥 の 部 屋 の 棚 に ある 液体 の 入っ て いる ガラ ス 瓶 を 叩き 割る と [ERI が 手 に 入る 。 
図書 室 の 部 屋 で は 、 以 降 の ゲー ム を 進め る ヒン ト が 得 ら れる 。 


3 . 地下 ホー ル 

目的 : 次 の 進路 を 切り 開く た め に 「 壊 れ た 鍵 ] を 見 つけ 鍛冶 場 で 修理 する 。 

装飾 剣 が あっ た 場所 に ある 地下 の 扉 は 、「 紋 章 の 一 部 ] を 合体 させ て で きる 「 紋 章 ] で 開け る こと が 

で さる 。 

入っ て すぐ の 左 の 扉 の 部 屋 で 壊れ た 鍵 " を 手 に 入れ る 。 

右 の 扉 を 開け る と ホー ル に 出る 。 ホ ー ル に は いく つか の 扉 が ある の で 、 そ こ を 順次 探索 し て いく 。 
・ 横 た わっ た 骸骨 を クリ ッ ク す る と 、「 目玉 ] が 手 に 入る 。 

dB Cid MAR] が 手 に 入る 。 

・ ベ ンチ の 紙 を めく る と 、「 目 玉 」 が 手 に 入る 。 

・ 鍛冶 場 で は 、" 人 ハル ハンマー"・「 石 炭 c RE が 手 に 入る 。 
炉 に 石炭 を 入れ 、 Wa c "火打 石 " で 火 を つけ 、 必 い ご で 火 の 勢 い を 強く する 。 そ こ に 「 壊 れ 
た 鍵 ] を 差し 込み 、 熱 く な っ た 鍵 を 鋼 の 上 に 置き 、 ハ ンマ ー で 叩く 。 
最後 に 柄 交 で 入口 近く の 水槽 か ら 水 を 涼み 、 熱 い 鍵 に 注ぐ 。 こ れ で 、 地 下 ホ ー ル か ら 先 に 進む 鍵 
が 手 に 入る 。 


4. 噴水 の ある ホー ル 
目的 : 地下 奥深 くに 閉じ 込め られ て いる ドラ ゴン に 出会う 。 
・ 入 口 の 右側 に 宇 獄 が あり 、 一 番 右 の 棋 に 骸骨 が ある 。 こ の 骸骨 に 向かっ て 、「 回 書 ] と 「 散 水 棒 ] 
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を 置き 、 最 後に クリ ッ ク す る と 「 魔 法 使い の 鍵 ] が 入手 で きる 。 

・ 宇 獄 の 右 に ある 扉 を 開け る と 宝物 庫 が あり 、 そ こ に 「 城 の マッ プ ] が ある 。 

・ 入 口 左 の 扉 を 開け る と 武器 庫 に 入る 。 二 つの 柱 に 飾ら れ た 髄 骨 に 、 手 に 入れ た 「 目 玉 ] を セッ ト 
dé. 目玉] は 全部 で 4 個 で 、 最 後 の 1 個 は この 部 屋 で 手 に 入る 。 
目玉] を セッ ト す る た びに ガラ スケ ー ス が 開き 、「 剣 ]、「 桶 |]、「 ク ロス ボウ 」、「 城 の 上 階 の 鍵 」 
が 手 に 入る 。 

・ 入 口 の 奥 右 の 扉 か ら 入 る と プー ル が ある 。 プ ー ル に 飛び 込み 、 中 に 落ち て いる ハン ドル を 拾う 。 

・ 拾 つっ た ハン ドル を ホー ル の 隅 に ある ドラ ゴン の 像 で 使う こと 、 ホ ー ル 中 央 の 噴水 が 作動 し 、 ブ プール 
の 水 が な く な る 。 

・ 最後 の 扉 を 人 人 る と モン スタ ー が いる 。 興 の テー ブル の 上 に 必須 アイ テム で ある ペン チ が ある の で 、 
必ず 手 に 入れ る こと 。 

閉じ 込め られ た ドラ ゴン に 会 う 方 法 は 2 つ あ り 、 一 つ は 階段 を 降り て 行っ て 「 魔 法 使い の 鍵 ] を 使 

う 方 法 、 も う 一 つ は 、 空 に な っ た プー ル か ら 城 の 外 を 通っ て 行く 方 法 で め ある 。 


. ドラ ゴン の 住処 

目的 : ドラ ゴン と 会 話し て 、 必 須 ア イ テ ム を 手 に 入れ る 。 
ドラ ゴン と 会 話す る と 、「 眠 り 薬 ] ・「 魔 法 の 粉 」 が も ら え る 。 
以降 、 ド ラゴン の 依頼 を 達成 する た め に 行動 する 。 


. ドラ ゴン の 息子 を 連れ て 行く まで 

「 眠 り 薬 」 を 使っ て 城 の 入口 に ある 熱い 玉 を 手 に 入れ た の ち 、「 魔 法 の 粉 」 を 使っ て 城 の 2 階 へ の 進 
路 を 切り 開く 。 

2 階 に 上 が っ て すぐ 左 の 階段 を 上 が り 扉 を 開け る と 、 ス ケル トン が うろ つい て いる 。 
階段 を 降り た 奥 の ド ア の 部 屋 で 「 鉄 の 玉 ] を 見 つけ る 。 

2 階 の 入口 まで 戻り 、 2 階 を 奥 に 進む と 、 左 に 植木 鉢 が あり 、「 鉄 の 玉 ] を 見 つけ る 。 

さら に 興 に 進ん で 行く と 、 左 右 に 扉 が ある 。 左 は 子ども 部 屋 で 「 鉄 の 玉 ] が ある 。 

子ども 部 屋 の も う 一 つの 扉 を 開け る と 廊下 に 出る 。 左 側 に ドラ ゴン の 卵 が ある 小 部 屋 の 鉄格子 が あ 
€0XC,. [7| で 切り 開く 。 

卵 の 脇 に 「 熱 い 玉 ] を 置き 、「 ペ ンチ 」 で 卵 を 割り 、 卵 を つか お 。 こ の 卵 (息子 ) を ドラ ゴン の 住処 
まで 運ん で 行く 。 


. 秘密 の 小 部 屋 

目的 : | ディア コノ フ の 血 の 小瓶 ]」 を 手 に 入れ る 。 

ドラ ゴン に 皿 子 を 渡す と 、 ゲ ー ム 進行 上 必要 な アイ テム 「 デ ィ ア コノ フ の 血 の 小 瓶 」 が 手 に 入る 秘 
密 の 小 部 屋 ま で 運ん で くれ る 。 

秘密 の 小 部 屋 か ら は 、 そ この 壁 に ある 「 テ レポ ー ト 」 呪文 を 使っ て 脱出 する 。 
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8. 城 の 上 の 階 を めざし て 

目的 : 一 つ 上 の 階 か ら の み 取 る こと が で きる 鍵 を 入手 する 手段 を 手 に 入れ る 。 

2 階 に 戻っ て 、 子 ども 部 屋 に 入る 扉 の 右 の 扉 か ら 入る 。 入 口 近く の 暖炉 に 小枝 が 落ち て いる 。 
[Wis] と 「 火 打 石 ] で 火 を お こし 、 拾 っ た 「 小 枝 | に 火 を つけ る 。 
英 の 飾り の と ころ まで 行っ て 、 火 を つけ た 小枝 を 置く 。 こ れ に より 、 チ ェ ス ト の 手前 に 4 つの 穴 が 
出現 する 。 こ れ に 一 つづ つ 「 鉄 の 玉 」 を 入れ て いく 。 

※「 鉄 の 下 ] の 残り の 一 つ は 、 こ の 階 の 書棚 が ある 部 屋 の 書棚 に ある 。 

「 鉄 の 玉 」 を 4 つの 穴 に 全部 入れ る と 英 が 羽根 を 広げ 、 チ ェ ス ト が 開き 「 吊 され た 爪 」 が 手 に 入る 。 
子ども 部 屋 へ の 扉 と 暖炉 の ある 部 屋 へ の 扉 が ある 廊下 に 戻り 、 階 段 を 堂 る 。 

登っ た と ころ に ある 扉 を 「2 階 の 鍵 ] で 開け る 。 

電 の ある 小 部 屋 で 、「 吊 され た 爪 」 を 使っ て 荻 の 上 の 吊 さ れ て いる 鍵 を 手 に 入れ る 。 


9 . アド ル ペ イト と の 出会い 
目的 : 父親 の 柱 を 開け る た め の ル ビー を 手 に 入れ る 。 
階段 を 上 が り 、 爪 で 手 に 入れ た 鍵 を 使っ て 扉 を 開け る 。 
アド ル ペ イト と 話し 、 ル ビー を 手 に 入れ る た め に 地下 の 武器 庫 で 入手 し た 「 桶 ]・「 剣 ]・「 ク ロス ボ 
7] を 床 に 置く 。 
奥 に ある 扉 が 開く よう に な る の で 、 さ ら に 上 に 登る 。 物 見 塔 に 上 が る と ルビ ピー が 手 に 入る 。 


10. 草 室 に テレ ポー ト す る 
目的 : ドラ ゴン アー マー を 手 に 入れ る 。 
ドラ ゴン アー マー を 手 に 入れ る た め に 、「 テ レポ ー ト 」 呪文 を 使っ て ドル メン の 墓 室 に 飛ぶ 。 
| fBICXNIICI eJ EC—BCcIBDBd&*. F23Z7—*Y-—CWD-FICAS. 
「 テ レポ ー ト 」 で アド ル ペ イト の と ころ に 戻る 。 


11. 再び アド ル ペ イト 
目的 : ディ アコ ノ フ か ら ド ラゴン の 彫像 を 取り 戻す 。 
「 デ ィ ア コノ フ の 血 の 小瓶 」 を 使っ て ディ アコ ノ フ を 呼び 出し 、 ア ドル ペイ ト の 力 を 借り て 、 地 下 の 
ドラ ゴン を 自由 に する た め に 必要 な ドラ ゴン の 彫像 を 取り 戻す 。 


12. ドラ ゴン の 解放 
目的 : 投票 に 向かう た め に ドラ ゴン を 上 自由 に する 。 
ドラ ゴン の 住処 に 戻り 、 デ ィ ア コノ フ か ら 取 り 戻 し た ドラ ゴン の 彫像 を 叩き 壊し 、 隣 の 部 屋 に ある 
款 を ドラ ゴン に 置く 。 





28 





B | ド フ ラゴン ロア | お 問い 合わ せ シ ー ト 


ご 送付 年 月 日 : 
ご 購入 年 月 日 : 
ご 購入 店 名 : 


(ふり が な ) 

ご 氏名 : 

ご 住所 Lr 

お 電話 番号 ・TEL 

・FAX (MODEM 有 ・ 無 ) 

つこ 使用 環境 (メー ー カ ー 名 、 型 番 を 正確 に 記入 し て くだ さい 。) 
: メー カー 名 型番 
(標準 搭載 メモ リ MB) 
型番 


x ) 
即 ハ ー ド ディ スク : 


B グ ノ 接 続 方 式 SCS 1 ・IDE・ そ の 他 ) 
CD 一 ROM ド ライ ブ : 型番 
増設 速度 xk) 
Hé i$ X モリ : 型番 


MB グ ご 使用 メモ リ ・ 計 
O S 
; ) プ Windows95 

グラ フィ ッ ク ア クセ フレ ー タ < 型番 

サウ ンド ボー ド : 型番 

MID | イン ター フェ イス : 型番 

M | D | 音源 : 型番 

その 他 周 辺 機器 : : モリ 、 コ プロ 等 、 す べ て お 書き くだ さい 。) 
































※ 本 製品 は 9 6 年 4 月 に 発売 され まし た 。 そ れ 以 降 に 発売 され た パソ コン 本 体 お よび 周辺 機器 上 で の トラ ブル に 関 
し まし て は サポ ー ト 致し か ね る 場合 も ご ざい ます 。 予 め ご 了承 くだ さい 。 
※ こ の シー ト を コピ ー し て お 使い 下さ い 。 





[f 
KSS 一 
j " à -— 
Media Entertamment Company — Mall 
X95: R7 LAIA BRSGSUBHAVZRMLAATA 
ケイ エス エス ・ ユ ー ザ ー サ ポー ト TEL.03—3779—0311 
"Copyright «C^ 1996, 1994 Cryo Interactive Entertainment. Copyright C 1996, 1994 Mindscape. AI Rights neserved. 


IBM is a registered trademark of International Business Machines Corp. All other product names are trademarks 
or registered trademarks ‘of their respective holders and are hereby acknowledged." 





